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⑴　行政評価結果報告書について

　この報告書は、ＰＤＣＡサイクルの考え方を取り入れた吉田町まちづくりステップアップ行政評価システムのツールである、「吉田町まちづくりステップアップシート」の「Ｃ（Check）」シートにおける次年度の方向性を

抜き出し、第６次吉田町総合計画前期基本計画における章及び分野ごとに取りまとめたものです。

　原則、ここで示された方向性に基づき、次年度以降の実施計画の作成及び次年度予算要求が行われます。

⑵　項目の説明

   本報告書における項目の説明は以下のとおりです。

① 「No.」…通しの番号

② 「実施計画事業名」…評価の基本単位となる実施計画事業の名称

③ 「令和５年度の予算事業」…令和５年度に予算を伴って実施した「実施計画事業」に対応する「予算事業名」と「決算額」

④ 「令和６年度の取組状況」…令和６年度の実施計画事業に対する取組状況については、原則として、令和６年６月１日時点における内容を取りまとめたものになります。

⑤ 「令和７年度の方向性」

・　「現状のまま継続」…実施計画事業の目的や手法を変えずに継続する場合

・　「見直しの上で実施」…実施計画事業の目的や手法を見直して実施する場合

・　「休止」…実施計画事業の目的はそのままで、実施計画期間において実施を中断している場合

・　「廃止」…実施計画事業の全部を取りやめる場合

・　「終了」…あらかじめ予定された実施計画事業が終了した場合

⑥ 「担当課」・・・実施計画事業の担当課

―――――　行政評価結果報告書の概要　―――――
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⑶　分野別における「令和５年度決算額」及び「令和７年度の方向性」の集計結果まとめ

章 分野 令和５年度決算額（千円） 見直しの上で実施 休止 廃止 終了現状のまま継続

第１章　災害に強く安全・安心に暮
らせるまちづくり

地震・防災対策 55,020 1 0 0

交通安全対策 30,053 0 0

消防・救急 315,295 0 0 0

0

治山治水対策 128,070 1 0 0 0

7

4

05

0 0

くらし安全 44 0 0 0 0

3

1

住環境

商工業 66,837 0 0 0 0

新産業 4,978 0 0 0

35,029 1 0 0 0

135,328 1 0 0 05

第４章　多様な人々が快適に暮ら
せるまちづくり

公園・緑地・水辺 79,015 3 0 0

コミュニティ 39,271 1 0 0

男女共同参画・人権尊重 3,672 0 0 0

ユニバーサルデザイン

生活交通 48,417 0 0 0 01

0

道路網 358,675 1 0 0 0

1

4

多文化共生 872 0 0 0 01

01

0

8

地球温暖化防止対策 4,720 1

第２章　豊かな自然と共生するまち
づくり

0

ごみ減量・リサイクル 560,776 1

5

1

環境衛生 41,215 0

0 0 0

03

0

1 0 0 0 0

01

0 0

章の合計 528,482 20 2 0 0 0

0 0

上水道 922,044 0 0 0

0

0

下水道・浄化槽・し尿処理 2,322,739 1 0 0 0

7

0 0 0

9

3

1

0

1

1

0 0 0

5 1 0 0 0

0

章の合計 3,851,494 21 3 0 0 0

章の合計 1,154,372 23 2 1 0 0

観光

雇用・就業対策 0 0

第３章　活力と魅力あふれる産業
振興のまちづくり

土地利用 14,169 2 0 0 0 0

0 0

農業 53,443 0 1 0 0

水産業

企業誘致 20,807

3,007 0

174,998

賑わいづくり 781,104

章の合計 665,250 17 6 0 0 0
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3

0

0

410,102

第５章　誰もが健康でいきいきと暮
らせるまちづくり

健康づくり 301,569 1 0 0

地域福祉 309,613 0 0

子育て支援 1,143,264 4 0 0

障害者福祉 757,211 0 0 0

8

0

0

地域医療 0 0 0 0

5

4

0

社会保障 3,778,180 0 0 0 0

6

8

生涯学習 169,326 7 1 0 0 0

0

学校教育 386,720 1 0 0 0

1

11

幼児教育 4,072 0 0 0

0 0

青少年健全育成 570 0 0 0 0

1

1

地域教育 5,224 0 0

0

5 0 0177

章の合計 2,970,304 33 3 4 0 0

合計 18,675,865 25

行財政 2,863,480 3 4 0

02

0

28

1

スポーツ・レクリエーション 51,877 2

芸術文化・文化財 3,829 0

第６章　次代を担う心豊かな人を育
むまちづくり

2,184,406

第７章　行政と住民が一体となって
取り組むまちづくり 0 0

広報・広聴 17,426 0 0 0 0

1

3

情報公開 3,236 0 0

0

デジタル化 86,162 0 0 0

0

05

0

0 0

章の合計 621,618 23 4 0 0 0

0 0 00

0 0

04

高齢者福祉

章 分野 令和５年度決算額（千円） 現状のまま継続 見直しの上で実施 休止 廃止 終了

章の合計 8,884,345 40 5
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第１章　　災害に強く安全・安心に暮らせるまちづくり

4



5

1

4

5

6

地震・防災対策事業

第 1 章 災 害 に 強 く 安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 1 地 震 ・ 防 災 対 策

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和７年度の方向性令和６年度の取組状況

福祉課

・関係課と連携して県が主催する研修等に参加し、突発的な災
害に備えている。
・福祉避難所運営マニュアルの改善点を洗い出すため、重心部
会でＨＵＧを実施予定。

災害救助事業 災害救助費 0 見直しの上で実施

・避難行動要支援者個別計画を含め、災害時避難行動要支援
者対策の推進を図っていく。
・福祉避難所運営マニュアルの改訂を行う。
・災害時における避難支援や罹災証明書発行などを円滑に行う
ため、被災者生活再建支援システムを構築する。

農林水産施設災害復旧
費

0

建設課

防災課

・無料耐震診断（わが家の専門家診断事業）については、上限６
０件に拡充して対応する。
・これまでに無料診断や計画策定で終了している家屋を中心に
５月から戸別訪問を実施している。
・木造住宅の耐震補強計画策定及び耐震補強工事補助金が、
一体型補助金制度(社会資本整備総合交付金)となり、計画から
工事実施までを一連で補助することで、引き続き、ＴＯＵＫＡＩ－０
事業の推進を図る。
・ブロック塀撤去費補助金について、町内の通学路及び避難路
を町耐震改修促進計画に位置付けることにより、社会資本整備
総合交付金を活用し、引き続き、事業の推進を図る。

・基本設計となる津波対策検討業務の発注に向け、事務を進め
ている。

津波・高潮危機管理対
策事業

防潮堤整備事業

・早期に盛土の整備方針を固めるため、引き続き、国や県と協議
を重ねていく。
・令和７年度から防潮堤盛土工事に着手する予定であることか
ら、新たに測量設計業務に着手する。

現状のまま継続
・住吉工区において、建設発生土を利用した防潮堤整備を開始
する。

現状のまま継続 産業課

道路災害復旧費 ―

公共土木施設災害復旧
費

静岡県総合防災訓練事
業費

ＴＯＵＫＡＩ－０促進事業
費

建設課防潮堤整備事業費 ―

・木造住宅の耐震補強計画策定及び耐震補強工事補助金一体
型制度について、戸別訪問やＰＲ活動を行い制度の周知を図り
耐震化を推進する。
・ブロック塀の撤去事業については、制度周知を図り、撤去を推
進する。
・県は、令和３～７年度の５年間をＴＯＵＫＡＩ－０事業の集大成と
する方針を掲げたことから、町としても、県とともに建築物の耐震
化の推進を図り、更なる住民の安全で快適な住環境の整備を図
る。

12,911

河川災害復旧費 ―

公園災害復旧費 ―

地震対策費

国民保護対策費

0

現状のまま継続

・関連機関や自主防災会など地域団体との連携を深め、訓練等
を通じて地域防災力の向上を図る。
・防災に関する補助制度を最大限に活用し、様々な地震・津波
対策事業を推進する。
・川尻防潮堤エリア（川尻防潮堤、河川防災ステーション、水防
センター）を活用した防災啓発活動を実施するともに、環境保全
に配慮した維持管理に努める。
・「吉田町原子力災害広域避難計画」の実効性向上に向け、国、
県、避難先自治体、電力会社との協議を進める。

都市環境課

0

・Ｌ２津波対策の工事着手に向け、業務成果及び関係機関との
協議を踏まえながら事業の進捗を図る。
・長寿命化計画の策定が必要となる施設とＬ２津波対策の対象と
なる施設が重なることから、総体的に検討を進めていく。

津波・高潮危機管理対
策事業費

―

2 災害復旧事業
・災害の未然防止及び災害時の備えとして、施設及び資機材の
点検を実施するなど、適正な維持管理を行っている。

現状のまま継続

・引き続き、災害の未然防止及び災害時の備えとして、施設及び
資機材の点検を実施するなど、適正な維持管理を行う。
・災害発生時には、吉田町災害復旧支援会などの関係者と連携
を図り、災害箇所の早期復旧に努める。

3

ＴＯＵＫＡＩ－０促進事
業

・防災訓練のメニューに能登半島地震を教訓とした訓練を取り入
れるなど、災害発生時の対応策の充実を図り、災害に強いまち
づくりを進める。
・県の交付金等を有効的に活用し、防災資機材等の整備を計画
的に行う。
・原子力災害広域避難計画の広域避難先となる県内市（静岡
市・富士宮市）及び県外市（群馬県前橋市、伊勢崎市、桐生市、
みどり市、太田市）と積極的に協議を行う。
・川尻防潮堤エリアの維持管理は、シーガーデンシティ構想の賑
わいづくりに結びつくよう、（一社）吉田町まちづくり公社との連携
強化を図り、適正な維持管理を実施する。

―

18,050

現状のまま継続

5



6

7

8

10

11

13

・水門や排水機場などの農業用施設の適正な維持管理を行って
いる。
・業務移管に向けて、産業課と調整を図るための準備を進めて
いる。

56,782

予算事業名 決算額（千円）

・出水期前に水防資器材の補充及び点検を行うことで災害発生
時に備えた。

8,181 現状のまま継続
・農業用施設の適正な維持管理を行うとともに、必要に応じて施
設の修繕を実施する。

建設課

防災課

治水対策推進事業費 22,518

第 1 章 災 害 に 強 く 安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 2 治 山 治 水 対 策

No. 実施計画事業名 担当課

建設課

担当課

治水対策推進事業
治水対策推進事業費
（繰越明許）

令和６年度の取組状況

・有事に備え、各種防災行政通信機器等の保守・点検を行い、
計画的な維持管理に努める。
・同報無線と防災ラジオ、音声自動応答サービス、よしだ防災
メール、吉田町公式ＬＩＮＥを連携させ、同報無線の放送内容の
多重化を継続する。
・よしだ防災メール、吉田町公式ＬＩＮＥによる大雨前の注意喚起
など、きめ細やかな防災情報を配信する。

令和５年度の予算事業

・防災公園（北オアシスパーク）を活用した研修や啓発活動を実
施し、防災意識の向上と知識の普及に努める。
・地域の防災リーダーとなる地域防災指導員の育成とフォロー
アップに努める。
・県及び吉田中学校と連携し、中学１年生全員を対象としたジュ
ニア防災士養成講座を継続的に開催する。
・町民の防災意識向上のため、「防災講演会」の継続的な開催と
ともに、防災出前講座や防災教育を積極的に実施する。

防災課

建設課

現状のまま継続

・デジタル化が完了した防災行政無線について、適切な運用が
継続できるよう計画的な維持管理を行う。
・町民への正確かつ速やかな防災情報伝達のため、伝達手段の
多重化や効率化を推進する。
・よしだ防災メールや吉田町公式ＬＩＮＥへの登録を促進する。

令和７年度の方向性
予算事業名

大幡川改修事業費（繰
越明許）

令和５年度の予算事業

決算額（千円）

現状のまま継続
・引き続き、水害等の災害への備えとして、水防資器材の点検及
び補充を定期的に実施する。

26,109

・吉田町第３号ポンプ場整備に向けた用地取得及び工事発注を
実施する。
・吉田町湯日川流域治水対策計画に基づき各河川個別の整備
に着手するための検討を実施する。
・町内の河川において、浚渫を実施する。

現状のまま継続

・坂口谷川水災害対策プラン及び吉田町湯日川流域治水対策
計画に基づき、ハード整備を進めるとともに、可搬式ポンプを配
備し、治水対策を推進する。
・水防法に基づき、雨水出水浸水想定区域図を作成する。

建設課

現状のまま継続防災意識向上事業

令和７年度の方向性

防災意識向上事業費 13,349

12

・治水対策推進事業において、稲荷川の河川整備に向けた排
水計画策定業務を発注する。
・大窪川において、地質調査及び護岸改修の整備を推進する。
※繰越事業あり

・引き続き、大窪川及び第2大窪川護岸改修の事業進捗を図る。
・稲荷川改修に向けた測量設計を実施する。

現状のまま継続

9

河川改修事業費 ―

大幡川改修事業費 13,889

情報伝達充実・強化事
業費

10,710
情報伝達充実・強化事
業

令和６年度の取組状況

建設課

都市下水路事業 都市下水路費 ―
・神戸都市下水路の治水安全度向上に向け、治水対策推進事
業において、排水計画策定業務を実施し、都市下水路改修の
準備を進める。

見直しの上で実施 ・神戸都市下水路改修に向けた測量設計を実施する。

水防事業 水防費 591

No.

・防災講演会は、多くの住民に聴講してもらうため吉田町公式ＬＩ
ＮＥ等の活用や関係団体にも案内し、防災意識の啓発に努め
る。
・委託契約していた「ジュニア防災士養成講座」は、県と連携し開
催することで経費削減を図る。
・地域防災力向上のため、自主防災会に自助・共助の意識啓発
を促し、防災訓練等に取り組むよう推進する。

河川改修事業

実施計画事業名

水門・排水機場維持管
理事業

水門・排水機場管理費

6



7

15

16

17

18

19

令和６年度の取組状況

建設課

・「子供の移動経路に関する交通安全プログラム」に基づいた合
同点検で対策が必要とした危険箇所について、着実かつ効果的
に子供を守る交通安全対策を推進するため、区画線の復旧及
び防護柵の設置などの整備を実施する。

現状のまま継続

・パトロールや地元からの要望等に基づき、交通安全施設の整
備を行う。
・「子供の移動経路に関する交通安全プログラム」に基づく安全
対策を実施する。

防犯対策推進事業 防犯対策推進費 9,213

・「セーフティよしだ」等による防犯情報の周知及び青色防犯パト
ロール等の事業を実施し、犯罪件数の一層の減少を図る。
・地域の実情を把握している各自治会に対し、引き続き、防犯灯
の整備業務を委託することにより、地域の防犯意識の向上を図る
とともに、円滑かつ、効果的に維持管理できる体制づくりをする。
・牧之原警察署、榛南防犯協会及び防犯推進団体と連携を図
り、効率的かつ、効果的に防犯対策事業を進める。
・各自治会へ吉田町通学路防犯カメラ設置事業費補助金の活
用を促し、犯罪の少ない町の実現に努める。

現状のまま継続

・「セーフティよしだ」等防犯情報の周知により、地域住民の防犯
意識の向上を図る。
・青色防犯パトロールや通学防犯カメラ設置事業等の実施によ
り、地域の防犯対策を推進する。
・地域の実情を把握する自治会に防犯灯の維持管理を委託する
ことで、地域の防犯効果を高める。
・牧之原警察署、榛南防犯協会などの関連団体と連携しながら、
効果的な防犯対策を推進する。

・消費生活相談員の雇用を継続し、町民からの多様化する相談
ニーズに対応する。
・相談業務のＤＸによって、相談業務の効率性を向上させる。
・関係団体と連携してチラシを作成し、町民の消費者問題に対
する意識の向上を図る。

担当課
予算事業名

防災課

消防救急広域事業 消防救急広域事業費

第 1 章 災 害 に 強 く 安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 5 消 防 ・ 救 急

259,088

14 交通安全推進事業 現状のまま継続

・牧之原警察署、交通安全協会などの関連団体と連携しながら、
交通安全に関する活動や広報等を行い、交通事故の減少に努
める。
・「交通安全情報」や「交通事故発生マップ」等の周知により、地
域住民の交通安全意識の向上を図る。
・交通安全教室の実施により、特に高齢者や児童に対して交通
安全に関する指導・啓発を行う。

交通安全対策事業 交通安全施設整備費 9,250

・消費生活相談員とともに、関係機関と意見交換を行うことによっ
て、相談業務の質の向上を図っている。
・広報、回覧文書及びホームページによる啓発を行うとともに、消
費生活相談員による消費生活相談の実施によって、被害の未然
防止や早期解決を図っている。

・毎月発行している「交通安全情報」に町内で発生した重大事故
の情報や県内の交通情勢等の記事を掲載し、交通安全意識の
高揚を図る。
・町内交通事故発生マップを作成し、交通安全対策委員会等に
おいて自治会長をはじめ推進団体に提供し、交通安全意識の
高揚に努める。
・高齢者を対象とした交通安全教室を実施し、交通安全意識の
高揚に努める。
・高齢者が安心して運転免許証の自主返納が行えるように、関
係機関と連携して免許証返納後のサポート体制について検討す
る。

決算額（千円）
担当課令和７年度の方向性

令和５年度の予算事業

防災課

第 1 章 災 害 に 強 く 安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 3 交 通 安 全 対 策

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名

防災課

交通指導員活動費 5,577

6,013

決算額（千円）
令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

交通安全推進費

産業課消費生活啓発事業 消費生活費

第 1 章 災 害 に 強 く 安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 4 く ら し 安 全

No. 実施計画事業名

44

予算事業名

現状のまま継続

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

防災課

吉田町牧之原市広域
施設組合負担金（消防
費）

吉田町牧之原市広域施
設組合負担金（消防費）

17,873
・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていくため、負担金を支出する。

決算額（千円）

現状のまま継続

・広域化によるスケールメリットを持続的に生かし、「常に変化に
対応し、住民の期待に応える消防」を目指す。
・消防力強化のため、吉田消防署の移転に向けた検討を進め
る。

・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていく。

・広域化による効果を積み重ねる事により、更なる広域化による
効果を高める。

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

現状のまま継続

7



8

20

21

22

消防団運営事業

防災課消防施設整備事業 現状のまま継続
・消防に関する補助制度を活用し、消防用資機材などの整備を
計画的に進める。

消防施設整備事業費 7,218
・災害発生時に消防資機材が適切に使用できるように計画的に
整備する。

消防団運営費 24,829

・常備消防との連携を強化し、地域全体における消防力の向上
を図る。
・町内事業者に吉田町消防団協力事業所表示証交付制度や県
が実施している事業税の優遇措置を広く周知することにより、新
たな団員確保につなげる。

現状のまま継続

・消防団協力事業所表示制度の推進など、消防団員がより活動
しやすい環境を整え、消防団員の増員を図る。
・消防団員が様々な災害に対応できるよう、訓練や講習会の実
施により、消防団員の技術及び知識の習得を図る。

防災課

担当課

消防団員福利厚生事
業

消防団員福利厚生費 6,287 現状のまま継続
・退職報償金の支給、消防団員の福祉共済への加入、活動中の
怪我に対する公務災害補償により消防団員の福利厚生の充実
を図る。

・退職報償金の支給、公務災害補償、消防団員の福祉共済への
加入を継続することで、消防団員の福利厚生の充実を図る。

防災課

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性
予算事業名 決算額（千円）

8
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第２章　豊かな自然と共生するまちづくり
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26

27

28

29

30

31
公共下水道事業会計
（資本的支出）建設改
良費

現状のまま継続

・下水道の普及促進のため、吉田町公共下水道全体計画及び
吉田町公共下水道事業計画に沿って事業を実施する。
・ストックマネジメント計画に基づき、下水処理施設の改築及び更
新を実施する。

資産減耗費 13,162

減価償却費 408,822

・令和６年度も下水道の普及促進のため、管渠整備を行うととも
に、下水処理施設の地震対策及びストックマネジメント計画に基
づく施設の改築・更新工事を実施する。

・ストックマネジメント計画に基づく点検調査結果により、必要な
施設管理を適切に実施している。

総係費 30,475

公共下水道事業
繰出金

公共下水道費 537,100 現状のまま継続

・静岡県生活基盤施設耐震化等補助金交付要綱に基づき、適
正な事務処理を行う。

・公共下水道事業が、滞りなく汚水処理を行えるよう、引き続き、
繰出しを行う。

水道事業会計（資本的
支出）企業債償還金

企業債償還金 149,495 現状のまま継続
・「当該年度の借入額は当該年度の元金償還額を上回らないこ
と。」の原則を遵守しながら、引き続き、借入先からの償還表に基
づく償還を行い、企業債残高を減らす。

第 2 章 豊 か な 自 然 と 共 生 す る ま ち づ く り 分 野 2 下 水 道 ・ 浄 化 槽 ・ し 尿 処 理

水道事業会計（水道事
業費）予備費

・様々な不測の事態に対応するため、予備費を予算計上する。

40

消費税

水道事業会計（資本的
支出）国庫（県）支出金
返還金

国庫（県）支出金返還金 510 現状のまま継続

・会計処理上の様々な不測の事態に対応するため、特別損失を
予算計上する。

23
水道事業会計（資本的
支出）建設改良事業

・安全な水道水を安定して供給するため、予定していた建設改
良事業を着実に進める。
・引き続き、静岡県生活基盤施設耐震化等補助金の交付を受
け、基幹管路の耐震化を進める。

0 現状のまま継続
・会計処理上の様々な不測の事態に対応するため、特別損失を
予算計上する。

上下水道課

25
水道事業会計（水道事
業費）営業外費用

支払利息及び企業債取
扱諸費

24
水道事業会計（水道事
業費）営業費用

原水浄水及び配水給水
費

34,064

現状のまま継続

15,164

・健全財政を維持し、適切な企業会計処理を行う。
・令和５年度に見直しを実施した水道事業経営戦略に基づいて
企業債の借入を行うが、償還額を見据えた経営の健全化を図
る。

水道事業会計（水道事
業費）特別損失

その他特別損失

第 2 章 豊 か な 自 然 と 共 生 す る ま ち づ く り 分 野 1 上 水 道

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

508,391

151,240

現状のまま継続

・水道事業は、「清浄にして豊富低廉な水の供給を図り、もって
公衆衛生の向上と生活環境の改善とに寄与すること」を目的と
し、安心して飲用できる安全な水道水を安定的に供給するため、
吉田町上水道事業給水条例や吉田町水道事業及び下水道事
業会計規程、地方公営企業会計制度等に基づき、適正な事務
を行うとともに、漏水調査や施設の適切な維持管理を行う。

上下水道課

受託工事費 5,064

業務費 48,474

総係費 21,571

減価償却費 243,653

資産減耗費 3,899

・健全財政を維持し、適切な企業会計処理を行う。
・経営戦略に基づき、企業債の借入を必要最小限にとどめ、経
営の健全化を図る。

上下水道課

予備費 0 現状のまま継続 上下水道課

上下水道課
雑支出

建設改良費 248,358

現状のまま継続

・水道水の安定供給を図るため、基幹管路の耐震化事業を進め
る。
・法定耐用年数を経過した管路を更新する老朽管布設替事業で
は、漏水事故・地下漏水等の無効水量を減らすために計画的に
布設替を実施していく。

上下水道課

固定資産購入費 455

その他営業費用 57

・吉田町上水道事業給水条例や吉田町水道事業及び下水道事
業会計規程等に基づく事務を行う。
・地方公営企業会計制度等による企業会計基準に基づき、会計
処理を実施する。
・民間委託事業者と連携し、未収金の徴収に力を入れ、昨年度
以上の収納率を目指す。
・有収率を向上させるため、漏水調査を行うとともに施設の適切
な維持管理を行う。

上下水道課

上下水道課

上下水道課

管渠及び処理場費 197,746

現状のまま継続

・ストックマネジメント計画に基づく予防保全型の施設管理を行
い、更新・修繕費用の抑制を図るとともに、安定した汚水処理機
能を維持する。
・原油価格・物価高騰の継続が見込まれるが、業務集約や水洗
化率向上に努め、経費縮減・事業の効率化を図る。

上下水道課

・公共下水道事業が滞りなく執行できるよう、下水道事業で賄うこ
とができない費用に対して、一般会計からの繰出しを継続する。

・不測の事態に対応するため、引き続き、予備費を予算計上す
る。

・引き続き、借入の原則に基づき企業債残高を減らし、借入先か
らの償還表に基づいて企業債を償還する。

・静岡県生活基盤施設耐震化等補助金交付要綱に基づき、適
正な事務処理を行う。

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和７年度の方向性

32
公共下水道事業会計
（下水道事業費用）営
業費用

建設改良費

10
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34

35

37

38

39

40

41

42

43

33
公共下水道事業会計
（下水道事業費用）営
業外費用 雑支出 3,333

・引き続き、適正な会計事務を行うため、借入先からの償還表等
に基づく償還を行う。

現状のまま継続
・引き続き、借入先からの償還表に基づいて企業債利子を償還
する。

上下水道課

都市環境課
吉田町牧之原市広域
施設組合負担金（火葬
場費）

吉田町牧之原市広域施
設組合負担金（火葬場
費）

18,109 現状のまま継続
・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていくため、負担金を支出する。

・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていく。

公害対策事業 公害対策費 5,668 現状のまま継続
・各種法令に基づく特定施設について、排出基準等の規制値の
遵守や公害事故防止対策の指導を行うことにより、生活環境を
保全する。

都市環境課

環境教育推進事業
・令和５年度に引き続き、町民の環境問題に関する意識を高める
ような、より身近で関心の高いテーマの学習の場を提供する。
・吉田町みどりのオアシスまつりにおいて、環境教室を実施した。

・適正な環境監視と公害発生源対策を推進するとともに、新たな
環境問題に対して関係機関と連携し、的確な対応を進めていく。

環境教育推進事業費 4 現状のまま継続
・環境に対する啓発事業の拡大を図り、町民が環境について考
える機会を増やす。また、他課との連携による環境啓発事業を実
施する。

都市環境課

環境保全事業 環境保全費 14,614 現状のまま継続

都市環境課

吉田町牧之原市広域
施設組合負担金（し尿
処理費）

吉田町牧之原市広域施
設組合負担金（し尿処
理費）

108,925 現状のまま継続
・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていくため、負担金を支出する。

都市環境課

・蓄犬の飼育実態の把握に努めるとともに、保健所と連携した個
別訪問や動物病院での個別指導を実施することで、飼い主への
適正飼育や狂犬病予防注射の接種の働きかけを行う。また、飼
い主のいない猫による生活環境問題を減少させるために、引き
続き、獣医師や協力団体と連携を行う。

・他課からの依頼による公共用地の除草作業や定期的な不法投
棄のパトロールを実施することにより、生活環境の保全に努め、
良好な生活環境を維持する。

第 2 章 豊 か な 自 然 と 共 生 す る ま ち づ く り 分 野 3 環 境 衛 生

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和６年度の取組状況

・引き続き、町民の環境美化活動に対する意識の啓発や活動の
参加を促し、町民参加によるきれいで住みよい生活環境づくりを
推進する。

都市環境課

現状のまま継続
・「狂犬病予防法」に基づく事務処理及び「動物の愛護及び管理
に関する法律」で行える飼い主のいない猫による対策を講ずる。
また、一般廃棄物処理業の届出に係る事務処理を適切に行う。

・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていく。

・次期循環型社会形成推進地域計画に基づき、本事業を推進
し、くみ取り槽及び単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転
換を図る。また、新設の浄化槽に対しての県の補助金がなくなる
ため、対応した補助金額に改定する。

公共下水道事業会計
（下水道事業費用）特
別損失

令和７年度の方向性

環境衛生推進事業 環境衛生推進事業費 2,820

支払利息及び企業債取
扱諸費

62,148

その他特別損失 54

36

上下水道課

企業債償還金 359,368

上下水道課

・特別損失を計上し、会計処理上の不測の事態に備えている。 現状のまま継続
・会計処理上の不測の事態に備えるため、特別損失を計上す
る。

上下水道課

・前年度と同数規模の予算額とし、合併処理浄化槽の設置・転
換希望者に対応している。

公共下水道事業会計
（下水道事業費用）予
備費

予備費 0
・下水道施設が常に使用できる状態を継続するため、不測の事
態に備え予備費を計上する。

現状のまま継続 ・引き続き、不測の事態に備え、予備費を計上する。

生活排水改善対策事
業

生活排水改善対策事業
費

89,079 見直しの上で実施

公共下水道事業会計
（資本的支出）企業債
償還金 国庫（県）支出金返還金 4,136

・「当該年度の借入額は、当該年度の元金償還額を上回らない
こと。」の原則を遵守しながら、引き続き、借入先からの償還表に
基づく償還を行い地方債残高を減らす。

現状のまま継続
・引き続き、地方債残高を減らすため、借入先からの償還表に基
づいて地方債を償還する。

上下水道課

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性 担当課
予算事業名 決算額（千円）
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44

45

吉田町環境基本計画策
定事業費

4,214

第 2 章 豊 か な 自 然 と 共 生 す る ま ち づ く り 分 野 5 地 球 温 暖 化 防 止 対 策

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

地球温暖化防止対策事
業費

506

地球温暖化防止対策
事業

46

・「吉田町住宅用新エネルギー機器等設置事業補助金交付要
綱」に基づき、太陽光発電システムと蓄電池システムを同時設置
する者に対して補助金を交付することで、環境負荷の少ないク
リーンエネルギーの利用を推進し、引き続き、二酸化炭素の排出
を抑制する取組を実施していく。

見直しの上で実施

・「地球温暖化対策推進法」に基づき、様々な環境対策を推進
し、町民や企業と協力することを視野に入れながら、地球温暖化
を防止し、低炭素社会を実現する。
・令和６年度末策定予定の吉田町環境基本計画、地球温暖化
対策実行計画に基づき、目標値達成に向けた進捗管理、省エ
ネルギー化や二酸化炭素排出量の削減に向けた意識啓発を行
い、日常生活においてできることを実践するための啓発を行うと
ともに、一般家庭における二酸化炭素排出量の削減のための新
たな補助事業を実施する。

都市環境課

吉田町牧之原市広域施
設組合負担金（ごみ処
理費）

552,626 現状のまま継続
・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていくため、負担金を支出する。

都市環境課

ごみ減量・リサイクル推
進事業

ごみ減量・リサイクル推
進事業費

8,150 見直しの上で実施

・環境に配慮した循環型社会を目指し、一般廃棄物の適正処理
やごみ減量化・資源化を推進する。
・一般廃棄物処理基本計画について、令和６年度末策定予定の
吉田町環境基本計画等に基づき、前回計画における課題や取
組について、改めて検証し、より当町の現況に即した循環型社
会の構築や廃棄物処理のさらなる効率的処理体制を構築するた
め、見直しを行う。

・一般ごみの減量化や資源化を推進するため、ごみの分別を徹
底し、資源化を図る。
・可燃ごみ排出量の削減を図るため、衣類回収ボックスを公共施
設に設置するよう事業を進める。

・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていく。

吉田町牧之原市広域
施設組合負担金（ごみ
処理費）

第 2 章 豊 か な 自 然 と 共 生 す る ま ち づ く り 分 野 4 ご み 減 量 ・ リ サ イ ク ル

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

都市環境課

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性
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第３章　活力と魅力あふれる産業振興のまちづくり
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47

48

49

50

51

52

企画課

企画課

ふるさと納税推進事業

交流活性化推進事業

シティプロモーション事
業費

48,582

企画課

企画課

303 現状のまま継続

・空港と地域の調和ある発展を進めるため、吉田町空港対策協
議会と連携しながら、空港対策及び利活用促進を図る。
・空港周辺市町が共通の認識の下に空港周辺のまちづくりや賑
わいづくりに取り組むため、空港周辺市町空港共生協議会の事
業を継続する。
・新たな補助制度が創設された際には、補助金を活用した事業
展開を行っていく。

ふるさと納税推進事業
費

701,614 現状のまま継続

・複数サイトから満遍なく寄附を得られる体制づくりを行い、安定
した収入源となることを目指す。
・返礼品提供事業者、受発注事業者、主要サイトと連携し、返礼
品の改善、売れ筋となりうる新規返礼品の開発を継続する。
・数万件ある申込者との接点を活用し、寄附者と寄附自治体に
留まっている関係から脱却し、関係人口・交流人口に繋げる施
策を展開する。寄附者に町への親しみや想いをより深めていた
だく施策の一例として、ふるさと納税サイトの仕組みを活用し、町
の個別事業へ寄附者の意思を直接反映することが可能なクラウ
ドファンディングの実施を検討する。（対象事業の案：シーガーデ
ンシティ構想）
・寄附者を増やし、関係人口・交流人口に繋げることで資金面・
人材面で持続的な行政運営を行う一助として本事業を活用す
る。

・昨年度新たに寄付者と返礼品事業者間の受発注業務を担う事
業者と契約したことにより、返礼品提供事業者とポータルサイトと
の連携がスムーズになり、業界の情報も入手できるようになったこ
とから、返礼品の改善や新規返礼品の開発を積極的に進めてい
る。

・大井川流域の魅力発信や住民同士の交流促進について、流
域市町と意見交換を行いながら情報発信の方法について検討し
ている。

・静岡空港隣接地域賑わい空間創生事業補助金を活用し、シー
ガーデン整備事業、道路整備事業、河川整備事業、生活環境
整備事業を実施する。
・空港周辺市町空港共生協議会において、先進地視察やPR事
業を実施する。
・令和７年度以降の補助制度について県へ要望活動を行う。

地域交流費 1,808 現状のまま継続

・町内での大規模イベント開催を促進するため、ホームページや
ＳＮＳを活用して支援制度等の周知を行う。また既存イベント主
催者に対しては引き続きイベント規模拡大や新たなイベント開催
を呼びかけていく。

企画課大井川流域交流事業 大井川流域交流費 354 現状のまま継続 ・引き続き、大井川流域の情報発信に努める。

空港活用推進事業 空港活用推進費

・八女市・吉田町交流事業の開催に向け、事業内容の検討や調
整を行っている。
・カムカム補助金対象イベントの主催者に対し、イベント規模の
拡大や新たなイベント実施を呼びかけている。
・要綱改正により補助金交付に関する人数要件や補助金額を見
直し、新たなイベント誘致を促している。

・東名吉田インターチェンジ周辺のバス拠点整備に向け、土木
分野及び建築分野それぞれにおいて、より詳細な設計業務委託
の実施を予定している。
・吉田公園周辺整備については、事業者ヒアリングや町民ワーク
ショップを通じ、昨年度考案した官民連携事業スキーム案を具体
化していく方針である。
・シーガーデン整備に関する事業担当課が一堂に会する打合せ
会を毎月開催し、各課で情報を共有しつつ、事業全体の進捗管
理を行っている。

シティプロモーション事
業

・若年世帯新築住宅取得応援補助金の終了に伴い、町内企業
を訪問し、移住定住に関するアンケート調査を実施し、今後の移
住定住促進施策に何が求められているかについて把握し、施策
を検討していく。
・移住を検討している子育て世代向けに、町の先進的な取り組
みであるＩＣＴを活用した授業風景を見学する「吉田町教育移住
ツアー」について、当町と県のホームページやＳＮＳを活用し、積
極的に広報を実施している。

・移住定住に関するアンケート調査結果をとりまとめ、より効果的
な移住定住施策の促進につなげていく。
・町のブランドメッセージやロゴマークを町民に浸透させるととも
に、その活用を通じて町の主要施策の周知を図っていく。
・町の認知度向上、移住促進に向け、町内の企業等と連携した
シティプロモーションに取り組む。

見直しの上で実施

・東名吉田インターチェンジ周辺のバス拠点整備については、事
業用地の取得に向け地権者への訪問を随時実施する。
・吉田公園周辺整備については、官民連携事業の公募に向け、
実施方針を策定したのちに事業者との個別ヒアリングやサウン
ディングの場を複数回設け、施設整備の要求水準や適用する法
的要件等、公募要件についての整理を進めていく。

第 3 章 活 力 と 魅 力 あ ふ れ る 産 業 振 興 の ま ち づ く り 分 野 1 賑 わ い づ く り

No. 実施計画事業名

シーガーデンシティ推
進事業

現状のまま継続

令和６年度の取組状況
令和５年度の予算事業

シーガーデンシティ推
進事業費

28,443

担当課

企画課

予算事業名 決算額（千円）
令和７年度の方向性
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53

55

57

58 産業課現状のまま継続
・引き続き、制度が活用できる対象者に対して、周知を行い、申
請者数を増加させる。
・電子申請者数を増加させ、事務処理の効率化を図っていく。

第 3 章 活 力 と 魅 力 あ ふ れ る 産 業 振 興 の ま ち づ く り 分 野 3 農 業

No. 実施計画事業名

・農業等の多面的機能を発揮させるため、引き続き、片岡西中生
会農業支援部が行う農用地及び水利施設の維持管理活動を支
援している。
・農業従事者で組織する農業経営振興会が行う、地域農業の振
興に関する活動を支援している。

令和７年度の方向性

産業課

令和５年度の予算事業
担当課

予算事業名 決算額（千円）

現状のまま継続

・農業委員・農地利用最適化推進委員の積極的な活動支援を
行う。
・地域計画策定に伴い、計画に沿った農用地利用集積等促進
計画を作成し、担い手への農地集積を促進する。
・タブレット端末を利用した利用状況調査を行う。
・農地法等の厳正な事務執行にあたり、農地流動化の推進や意
欲ある担い手の育成・確保に取り組み、農業全般にわたる諸問
題を解決するように努める。
・若手農業者、認定農業者を中心に農業者年金の加入推進活
動を行う。

産業課

3,154

現状のまま継続

・研修会等への参加を通じ、職員の資質向上を図るとともに他市
町と情報交換等により交流を深め、協力関係を構築していく。
・気象災害を被った農作物の損害を補償する農業共済制度に加
入する農家の掛金の一部を町が負担することにより、農家の負
担軽減を図るとともに継続して制度運営の円滑化に取り組む。

・積極的に研修等に参加し、情報共有や情報交換を行うことで
地域農政の一助につなげている。

産業課

・引き続き、農業関係団体等への支援を行うことにより、地域農業
の振興に寄与する。
・農業振興地域整備計画の定期変更（令和８年度）に必要な基
礎調査を実施する。

・農業委員・農地利用最適化推進委員による最適化活動の目標
を設定し、目標達成に向けて研修会等への積極的な参加を促し
ている。
・農業委員会サポートシステムの更新を滞りなく行っている。
・パンフレットの配布等を通じて、農業者年金の加入推進を行っ
ている。

現状のまま継続

・電子申請サービスや経営所得安定対策等の制度の周知活動
を行っている。

56 農業委員会運営事業

農業委員会運営費 5,915

114農業者年金事務費

農業経営所得安定対
策推進事業

農業経営所得安定対策
推進事業費

81

第 3 章 活 力 と 魅 力 あ ふ れ る 産 業 振 興 の ま ち づ く り 分 野 2 土 地 利 用

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性 担当課
予算事業名 決算額（千円）

国土利用計画（吉田町
計画）策定事業

国土利用計画事業費 4,435 ・第４次吉田町国土利用計画に基づき、適正な土地利用を行う。 現状のまま継続
・今後、各課において開発を計画する場合、各種計画を策定す
る場合又はこれらの見直しをする場合等は、第４次吉田町国土
利用計画の位置付けを踏まえて整合性を図っていく。

企画課

農業総務事業

農業振興事業 農業振興費

農業総務費 1,090

令和６年度の取組状況

54 都市計画総務事業

都市計画総務費 1,385
・引き続き、都市の健全な発展と秩序ある整備を図るため、現行
の吉田町都市計画マスタープランに即した都市づくりを進める。
また、令和６・７年度の２か年で令和８年度からの次期吉田町都
市計画マスタープランを策定する。
・東名吉田インターチェンジ周辺地域をはじめ、町全体の土地利
活用について検討を行う。
・コンパクト・プラス・ネットワークによるまちづくりについて、情報
収集を行う。
・土地利用事業については、引き続き、健全な開発の誘導のた
め、適切な指導及び誘導を行っている。

現状のまま継続

・都市計画法に基づく開発許可制度及び町の土地利用事業承
認制度が設けられてから３０年以上が経過し、初期に開発された
宅地分譲地等の調整池及び緑地広場の金属フェンス等の経年
劣化が進んでおり、住民の安全のため適切に修繕を行う必要が
生じている。また、樹木の繁茂もみられ、住民の快適な住環境を
創出するため、引き続き、適正な維持管理に努める。
・東名吉田インターチェンジ周辺の都市計画の誘導施策につい
て、県都市計画担当部局、庁舎内関係課及び町農業委員会な
ど関係機関との協議を進め、今後の方策を検討し、推進する。
・引き続き、現行の吉田町都市計画マスタープランに即した都市
づくりを進めながら次期計画の策定を行う。また、コンパクト・プラ
ス・ネットワークによるまちづくりを目指して、立地適正化計画の
策定に着手する。

都市環境課

土地利用対策費 8,349

15
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59

60

61

62

63

64

66

荒廃農地再生事業 22

1,039

・実施予定無し。

・荒廃農地解消アクションプランを策定し、農地パトロ－ルの実施
のほか、農地所有者と担い手とのマッチングを積極的に行い、荒
廃農地の解消に取り組んでいる。

産業課

担当課

現状のまま継続

第 3 章 活 力 と 魅 力 あ ふ れ る 産 業 振 興 の ま ち づ く り 分 野 4 水 産 業

No.

65 水産振興事業

・駿河湾水産振興協議会として、県外でのイベント出展に向け、
出展地区や日程等の調整を図っている。
・より効果的なＰＲ方法を検討するほか、ホームページの随時更
新、ＳＮＳによる情報発信など、継続的なＰＲ活動を行っている。
・榛南地域栽培漁業推進協議会に対して支援を継続することに
より、漁場環境の向上や資源の確保等を図っている。
・水産多面的機能発揮対策事業については、藻場の維持、管理
を円滑に行うため、協定書に基づき事業を実施している。

現状のまま継続

水産振興費

現状のまま継続漁港管理費

・引き続き、漁港及び漁場の整備等に関する法律及び吉田漁港
管理条例等の規定に基づき、南駿河湾漁業協同組合吉田支所
と連携を図りながら、吉田漁港の適正な維持管理に努める。
・点検作業の効率化を図るため、ドローンを活用した点検を試行
的に実施していく。

漁港管理事業
・漁港及び漁場の整備等に関する法律及び吉田漁港管理条例
等の規定に基づき、南駿河湾漁業協同組合吉田支所と連携を
図りながら、吉田漁港の適正な維持管理を実施している。

456

25,020

地域栽培推進事業費

建設課

産業課

・ＳＮＳを活用した情報発信やイベント出展等、各水産関係の協
議会事業と積極的に関わりながら、当町の水産物を県内外に効
果的にＰＲし、水産振興を図る。
・吉田漁港多目的広場の活用方法について、他市町の事例等
を参考に検討を行う。
・水産業の振興と活性化を図るため、水産業振興事業を実施す
る水産関係団体及び水産業振興団体に対し、補助金を交付す
る。
・負担金による事業実施により、漁場環境の維持・改善や小学生
等低年齢層への啓発が図られており、今後も継続的に事業を進
め、更なる水産資源を確保する。

産業課

・山崎頭首工改修工事を令和６年３月に発注し、事業を進めてい
る。なお、ラバー堰据付工事は令和６年１１月から令和７年２月ま
でを予定している。
・山崎頭首工の代替措置として神戸都市下水路にポンプを設置
したことにより、山崎頭首工受益地に対して必要な農業用水を確
保している。
・せぎ板等の農業用水取水用資材を購入・設置したことにより、
農業者が必要な農業用水を確保できるよう努めている。

・引き続き、用水路の維持管理を行い、農業用水路の効率的な
利用を推進する。

4,962 現状のまま継続

現状のまま継続

・蔓延防止のための予防接種や畜産農家へ指導のほか、特定
家畜伝染病発生等の有事に備え、中部家畜保健衛生所や関係
機関と体制を構築していく。

実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況

用水路改修事業 用水路改修事業費 ― 休止
・事業実施時期を検討する必要があるため、令和７年度は休止と
する。

・担い手が安定した農業経営が維持できるよう、引き続き、担い
手への農地の流動化を進めるため、農地のあっせんや補助制度
の広報及び活用に取り組んでいく。

予算事業名 決算額（千円）
令和７年度の方向性

荒廃農地再生事業費

産業課
・認定農業者等への集積・集約化を支援する。
・安定した農業経営を維持するため、引き続き、認定新規就農者
を支援する。

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

用水路補修・維持事業 用水路改良維持修繕費

土地改良事業

担当課No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

予算事業名

建設課

産業課

・引き続き、中部家畜保健衛生所と連携して生後４０日～６０日の
豚へ豚熱予防接種を隔週で実施している。
・特定家畜伝染病発生時の防疫対応について、中部家畜保健
衛生所等関係機関と連携して話し合いを行っている。

現状のまま継続畜産事業 畜産業費 1,011

産業課

・引き続き、大井川用水が安定的に供給されるよう土地改良区へ
の賦課金助成金や国営大井川農業水利事業(第２期、平成１３
年から平成２９年）に伴う償還金を支払う。
・農業水利施設は、農業生産基盤の中核施設であるとともに、環
境、防災、国土保全等の多面的機能を果たす公共性・公益性の
高い施設であり、今後も安定的な用水の供給や施設機能の適正
な管理が図られるよう大井川土地改良区と連携していく。

・本町の基幹水利施設である大井川用水が安定的に供給される
よう大井川土地改良区や近隣市町と情報を共有しながら維持管
理に努めている。
・土地改良に係る研修等に参加し、情報共有や情報交換を行い
職員の資質向上に努めている。

土地改良事業費 34,253 現状のまま継続

担い手育成総合対策
事業

担い手育成総合対策事
業費

決算額（千円）

2,841

・認定新規就農者へ資金支援を行うことにより、就農後の農業経
営への支援を行っている。
・一人の新規就農者を町の認定新規就農者として認定した。
・農業経営基盤強化促進法に基づき、地域計画を作成する。
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70

第 3 章 活 力 と 魅 力 あ ふ れ る 産 業 振 興 の ま ち づ く り 分 野 6 観 光

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名

令和７年度の方向性
決算額（千円）

令和６年度の取組状況

第 3 章 活 力 と 魅 力 あ ふ れ る 産 業 振 興 の ま ち づ く り 分 野 7 新 産 業

No.

69 観光振興事業
・吉田町の三大まつりや各種イベントの開催について、町観光協
会及び関係機関等との連携を図り実施する。

見直しの上で実施

観光振興費 33,248

観光PR事業費 1,781

・形骸化する既存のイベントについては、町観光協会及び関係
機関等と連携を図り、より誘客が望める形にしていく。
・観光施設については、経年劣化に対する修繕は、優先順位を
見極め計画的に行う。

産業課

予算事業名 決算額（千円）
実施計画事業名

67 水産基盤整備事業

No.

決算額（千円）

商工業振興費 66,758

予算事業名
令和６年度の取組状況

小規模局部改良事業費 ―

第 3 章 活 力 と 魅 力 あ ふ れ る 産 業 振 興 の ま ち づ く り 分 野 5 商 工 業

令和７年度の方向性

現状のまま継続

・多目的広場の早期完成に向け、工事の発注事務を進めてい
る。
・機能保全計画に基づき、港内の浚渫工事の発注事務を進めて
いる。

・引き続き、漁港施設整備に係る各事業の事業計画に沿って計
画的に事業を実施する。
・機能保全事業については、漁港施設の現況調査を実施し、長
寿命化計画の見直しを図ることで最適な補修時期を検討し、次
年度以降の工事計画を策定する。
・浚渫工事は継続実施するとともに、健全な漁港施設を維持して
いくため、必要な補修工事についても計画的に実施していき、漁
港環境の向上に努める。

産業課

漁港環境整備事業費

実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性 担当課
予算事業名

100,083

水産物供給基盤機能保
全事業費

漁港施設機能強化事業
費

48,400

―

決算額（千円）

産業支援事業

担当課

・産業振興事業費補助金や吉田町創業支援ネットワークを周知
することによって、創業支援を促進している。
・創業応援セミナーについて、よしサポ事業を展開する吉田町ま
ちづくり公社への委託により実施する。

産業支援事業費

令和５年度の予算事業
令和７年度の方向性令和６年度の取組状況

68 商工業振興事業
・商工業振興事業費補助金交付要綱に基づき、商工会に補助
金を交付することにより、商工業の活性化を図っている。

現状のまま継続

・小規模事業者の経営安定と振興を図るため、補助金要綱に基
づき、商工会が行う経営改善普及事業を支援し、補助金支出を
継続する。
・設備投資等の資金調達の円滑化を図るため、要綱に基づき利
子助成等を行う。

産業課

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

中小企業振興費 79

担当課

4,978 産業課現状のまま継続

・吉田町創業支援ネットワークを周知するとともに、関係機関と協
力し、創業支援事業に取り組む。
・創業支援センターの利活用を推進し、創業を目指す方々を多
面的に支援する。
・創業支援事業を円滑に推進するために、創業支援等事業計画
の更新を行う。
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71

・町内への企業立地を促進させるため、効果的な手法による企
業誘致情報の発信や企業立地支援体制の強化を図るなどの積
極的な企業誘致活動を実施する。
・補助金制度は企業側にとって大きな支援となっており、当町へ
の企業立地を決断する大きなメリットとなっていることから、継続し
ていく。

企業立地振興費

・用地情報の提供による引合案件の増加につなげるため、前年
度に続き、遊休地情報の収集及び整理に取り組む。
・企業立地促進事業費補助金制度は、当町へ企業が立地を決
める際のインセンティブとなっているため、交付要綱に基づき迅
速に処理を進める。

令和７年度の方向性

第 3 章 活 力 と 魅 力 あ ふ れ る 産 業 振 興 の ま ち づ く り 分 野 9 雇 用 ・ 就 業 対 策

20,807 現状のまま継続

令和６年度の取組状況

第 3 章 活 力 と 魅 力 あ ふ れ る 産 業 振 興 の ま ち づ く り 分 野 8 企 業 誘 致

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

雇用対策事業72

・有能な技能労働者を養成し建築技術者を育成するため、補助
金要綱に基づき、適正に事業を進めている。
・合同企業説明会への来場者を増やすために、開催時期や開
催場所等を連携機関と検討し、開催する。
・勤労者の余暇や健康増進活動等の福利厚生の充実を図り、安
定した労働力を確保するため、補助金要綱に基づき、適正に事
業を進めている。

現状のまま継続

・引き続き、補助金要綱に基づき榛南職業訓練協会を支援し、
職業人として有為な労働者の養成を図る。
・地域就職支援事業費補助金制度によって、地元企業への就業
促進を図る。
・公共職業安定所と連携を強化し、就業促進を図る。
・勤労者の余暇や健康増進活動等の福利厚生の充実を図り、安
定した労働力を確保するため、補助金要綱に基づき、榛南地域
労働者福祉協議会及び榛南地区勤労者共済会への補助金支
出を継続する。

産業課

令和６年度の取組状況

雇用対策費

労働福祉費 2,605

402

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和７年度の方向性

産業課企業立地振興事業
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第４章　多様な人々が快適に暮らせるまちづくり
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73

74

75

77

78

建設課

公園維持管理費 42,571

担当課
予算事業名 決算額（千円）

都市環境課

第 4 章 多 様 な 人 々 が 快 適 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 2 公 園 ・ 緑 地 ・ 水 辺

町営住宅維持管理事
業

町営住宅維持管理費 25,885 現状のまま継続
・引き続き、入居者が安心して生活できる住環境を確保するよう、
維持・修繕に努める。

・吉田町緑のオアシス条例に基づき、引き続き、緑化意識の普及
に努める。また、緑豊かなまちづくりをさらに促進するため、引き
続き、緑化イベントがより魅力あるものとなり、多くの来場者が訪
れるよう今後も事業内容を充実させ、イベントを実施する。

・吉田町公営住宅等長寿命化計画（計画期間：令和５年度から
令和１４年度まで）」に基づき、長寿命化対策を図る。
・さくら団地については、外壁塗装工事のための設計業務委託
を行う。

公園愛護会支援事業費 240

・公園を安全に利用できるよう、施設や遊具等の点検を早期に行
い、状況把握に努めている。
・公園を快適に利用できるよう、公園設備の修繕を実施してい
る。
・公園の計画的な維持修繕のため、都市公園維持管理計画の
策定を進めている。

見直しの上で実施

・公園を安全に利用できるよう、施設や遊具等の点検を行い、計
画的に修繕等を実施する。
・公園を快適に利用できるよう、管理業務委託範囲などを見直し
ながら管理を行う。
・都市公園維持管理計画に基づき、公園施設の維持管理を行
う。

・浜田土地区画整理事業の進捗を図るため、保留地を含む換地
への企業誘致に向けて西の宮雨水幹線の改修工事を推進す
る。
・保留地を含む換地の大画地化により、道路や水路等の公共施
設について不要な箇所を減らし事業費を削減することで、浜田
土地区画整理事業の経営健全化を図る。

支線成因寺川整備事業
費

・花街道事業については、里親の協力により、引き続き、幹線道
路の花の維持・管理に努める。
・吉田町花いっぱい活動補助金については、引き続き、既存の
補助金交付団体に対して補助金を交付するとともに、新たな管
理団体や花に興味ある方々に補助金の説明を行う。

76

・富士見土地区画整理事業については、令和８年度の組合解散
に向けて、換地処分や登記等の業務委託を進めていく。
・浜田土地区画整理事業については、組合施工の施設整備工
事（舗装工事）にあたり、国庫補助金を活用することができた。

見直しの上で実施

第 4 章 多 様 な 人 々 が 快 適 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 1 住 環 境

担当課
予算事業名 決算額（千円）

現状のまま継続
・引き続き、静岡県事務処理の特例に関する条例に基づく事務
について、県の事務処理手引きに基づき、円滑に処理を行う。

・静岡県事務処理の特例に関する条例に基づき、適正に事務処
理を行う。
・建築時における道路後退用地を買収する。

令和７年度の方向性No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

144

空き家対策事業 空き家対策事業費 ―

・空き家の所有者からの相談については、県の相談会や空き家
バンクの紹介を行い、近隣住民等からの相談については、所有
者等に適切な管理を依頼している。
・吉田町空家等対策協議会を開催し、特定空家等の指定を行う
予定である。

現状のまま継続 都市環境課

・第３２回吉田町みどりのオアシスまつりは、引き続き、昨年度も
好評であったワークショップなどを実施し、環境への意識向上を
図るなど充実した内容でイベントを実施した。
・新築家庭苗木配布事業により、令和５年に住宅を建築した者に
対して樹木苗木の配布を行った。
・小山城まつり（11月）では、家庭における緑化啓発を目的とし
て、吉田町花の会と連携し花苗等啓発物資の配布を行うことで、
直接的に家庭レベルでの植栽活動の推進をする予定である。

都市環境課

都市環境課建築確認事務事業 建築確認事務費

令和６年度の取組状況

都市環境課花のまち推進事業 花のまち推進事業費 1,611

・引き続き、空き家の所有者からの相談については、県の相談会
や空き家バンクの紹介を行い、近隣住民等からの相談について
は、所有者等に適切な管理を依頼する。
・吉田町空家等対策協議会を開催し、特定空家等の指定を行
う。

土地区画整理事業費 57,457

・花街道事業については、企業や若年層など新たな里親の発掘
に努める。
・吉田町花いっぱい活動補助金については、引き続き、新規団
体の発掘と既存団体への補助金交付により、町民が花に囲まれ
たやさしい空間の中でゆとりある心を持って生活できる環境を創
出する。

西の宮雨水幹線整備事
業費

46,783

現状のまま継続

―

都市環境課

緑化推進事業 緑化推進費 3,448 現状のまま継続

土地区画整理事業

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

79 公園維持管理事業
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81

道路改良事業費 ―

問屋堤線道路改良事業
費

4,275

下片岡山通り線歩道改
良事業費

31,360

都市計画道路事業負担
金

13,214

下片岡山通り線歩道改
良事業費（繰越明許）

10,241

建設課

・能満寺山公園整備事業において、駐車場整備に伴う設計を実
施する。

・湯日川及び坂口谷川にある水門について、県から受託し、水
門管理を実施する。
・河川や海岸に関する同盟会等の活動を通して、河川や海岸の
整備促進を図る。
・大井川右岸堤防について、路肩部の除草作業を実施する。
・自治会等と共に大井川堤防敷清掃を実施する。
・河川における除草作業量を減少させるための対策について、
調査・検討する。

産業課

見直しの上で実施

道路維持費 60,914

19,241

建設課

80 河川維持管理事業

河川総務費 17,990

見直しの上で実施

令和６年度の取組状況

・湯日川及び坂口谷川にある水門について、県から受託し、水
門管理を実施している。
・河川や海岸に関する同盟会等の活動を通して、河川や海岸の
整備促進を図っている。
・大井川右岸堤防について、路肩部の除草作業を実施してい
る。
・自治会主催の一斉清掃時に住民主体の河川清掃への協力を
得たことで、河川環境の保全を図った。
・静岡県が実施するリバーフレンドシップ制度の周知を図り、新た
なボランティア団体が生まれるよう取り組んでいる。

103

大幡川幹線道路改良事
業費

4,213

三軒屋西の宮線道路改
良事業費

34,021

中瀬北原1号線道路改
良事業費

・能満寺山公園において、利用者の利便性向上を目的に高台
への駐車場を整備するため、登記業務及び用地取得を実施す
る。

令和７年度の方向性
予算事業名 決算額（千円）

保安林等保護環境整備
事業費

松くい虫防除事業費 3,991

5,345

中央幹線整備事業費 44,347

第 4 章 多 様 な 人 々 が 快 適 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 3 道 路 網

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課

現状のまま継続

・松枯れ被害が蔓延しないよう、引き続き、薬剤散布、予防伐
倒、松枯れ被害木伐倒を実施していく。
・保安林内の支障木等伐採を行い、周辺住民の環境整備に努
める。

・保安林が公益的機能を発揮できるよう、引き続き、薬剤散布や
予防伐倒を実施し、松枯れ防止に努めている。
・保安林の下草刈りや大幡川沿い桜並木の維持管理を行ってい
く。

・土木行政運営のための各種システム等の維持管理を行い、所
掌事務等を円滑に処理する。
・町が管理する道路における維持修繕工事及び街路樹剪定業
務委託を発注し、道路環境の維持管理に努める。
・自治会や町民等から寄せられる土木事業等に関する要望につ
いて、速やかに対応する。
・土地台帳閲覧制度については、事務を行う妥当性の検討を行
い、廃止又は継続を判断する。

土木管理費

・土木行政運営のための各種システム等の維持管理を行い、所
掌事務等を円滑に処理することができている。
・町が管理する道路における維持修繕工事及び街路樹剪定業
務委託を発注し、道路環境の維持管理に努めている。
・自治会や町民等から寄せられる土木事業等に関する要望につ
いて、速やかな対応ができている。
・土地台帳閲覧制度について、近隣他市町の状況把握を行って
いる。

建設課公園整備事業 公園整備事業費 ― 見直しの上で実施

都市計画道路整備事
業

83

・事業内容を整理し、第６次吉田町総合計画から大幡川幹線道
路整備事業及び都市計画道路負担金事業、中央幹線整備事業
と統合し、実施計画事業名を都市計画道路整備事業とした。
・大幡川幹線については、測量設計業務を発注する。
・中央幹線については、歩道整備工事を発注し、今年度中に事
業完了する。

現状のまま継続
・大幡川幹線については、社会資本整備総合交付金を活用し
て、用地取得及び物件移転補償を開始する。

建設課

82
保安林等保護環境整
備事業

8,878河川維持管理費

・令和６年度から着手した中瀬北原１号線において、社会資本整
備総合交付金を活用し事業を推進する。

建設課

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性 担当課
予算事業名 決算額（千円）

84 道路改良事業

・現在着手している問屋堤線及び中瀬北原１号線の早期完成を
目指して事業進捗を図る。
・東名吉田インターチェンジ周辺整備に伴い、利便性の高い交
通条件を生かした良好な住宅地整備を目指すため、その核とな
る路線として谷川東塩谷線の測量業務に着手する。

現状のまま継続

85 道路維持管理事業

21
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86

87

88

90

第 4 章 多 様 な 人 々 が 快 適 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 4 生 活 交 通

No.

現状のまま継続
生活交通確保対策事
業

実施計画事業名

企画課

令和６年度の取組状況

・令和５年１０月から開始した、オンデマンド型乗合タクシー
（“ぎゅっと”カーよしだ）の実証運行を継続している。
・既存バス路線維持のため地域間幹線系統確保維持費補助金
により、バス路線の維持を図る。

令和７年度の方向性
令和５年度の予算事業

予算事業名 決算額（千円）

企画課コミュニティ助成事業

89

3,800町内会運営費

コミュニティ助成事業費 2,900 現状のまま継続

・（一財）自治総合センターが実施する「令和６年度コミュニティ助
成事業助成金」を活用し、北区第一町内会の備品整備を行って
いる。
・各自治会を通じて、（一財）自治総合センターの「令和７年度コ
ミュニティ助成事業」の要望調査を実施し、要望の取りまとめを行
い、県へ申請する。

・「コミュニティ助成事業助成金」を効果的に活用できるよう、各自
治会に周知を徹底し、事業を実施する。

・各自治会がそれぞれ地域の特性を生かし自発的に行っている
自治会活動などを支援するため、引き続き、自治会運営費補助
金を交付する。
・町と自治会との連携や町と自治会役員との交流を図ることなど
を目的として、各種研修事業を実施する。
・令和６年度に創設から１０年を迎える女性登用補助加算制度に
ついて、各自治会に意見を聴取するなどして今後の方向性を検
討する。

予算事業名

総務課

自治会運営費

自治会活動推進事業

生活交通確保対策費 48,417
・これまでのオンデマンド型乗合タクシー（“ぎゅっと”カーよしだ）
の実証運行の運行実績を評価し、本格運行に向け、最善の運行
方法を模索する。

吉田町内道路舗装修
繕事業

令和７年度の方向性

橋梁維持補修費

現状のまま継続

令和６年度の取組状況

第 4 章 多 様 な 人 々 が 快 適 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 5 コ ミ ュ ニ テ ィ

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課

41,644

建設課

建設課
吉田町内道路舗装修繕
事業費

・令和５年度に実施した路面性状調査の結果に基づき、計画的
な舗装修繕を実施する。
・表層部分の補修については、公共施設等適正推進事業債を
活用し、修繕進捗を図る。

・舗装維持管理計画書に基づき、社会資本整備総合交付金、公
共施設等適正推進事業債を活用し、舗装修繕の進捗を図る。

・定期的な橋梁点検を業務委託及び職員により実施するよう進
めている。
・点検結果に基づき、補修等が必要となった橋梁の設計業務委
託の発注準備をしている。
・橋梁点検結果により早期措置段階となった橋梁の補修工事の
準備を進めている。

担当課

決算額（千円）

地域施設管理費 2,650

自治振興費 16,746

95,102 現状のまま継続
・引き続き、定期的な橋梁点検を実施し、点検結果により補修等
が必要となった橋梁については、計画的に補修設計及び補修
工事を実施する。

橋梁維持補修事業

4,607

見直しの上で実施

・自治会組織、町内会組織などの円滑な運営のため、引き続き、
各種補助事業を確実に実施し、より自発的、積極的なコミュニ
ティ活動が行われるよう支援していく。
・女性登用補助加算制度については、自治会加入率につながる
施策や自治会活動が活性化するための施策に対して補助金を
交付する新たな制度として実施していく。

町内会活動費 8,568

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性 担当課
予算事業名 決算額（千円）
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91

92

94

95
ユニバーサルデザイン
推進事業

ユニバーサルデザイン
推進費

0 現状のまま継続

・特定財源の活用により、引き続き公共施設のユニバーサルデ
ザイン化を進める。
・「誰もが暮らしやすいまち」に向け、ユニバーサルデザインに関
する情報を発信し、ユニバーサルデザインを推進する。

令和７年度の方向性

第 4 章 多 様 な 人 々 が 快 適 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 7 男 女 共 同 参 画 ・ 人 権 尊 重

令和５年度の予算事業
担当課

予算事業名 決算額（千円）
令和６年度の取組状況

・広報よしだへ男女共同参画週間の記事を掲載するとともに、男
女共同参画に関する情報を随時周知していく。
・庁内の男女共同参画に関する取組の進捗状況及び令和６年
度の方針を確認している。
・よしだ未来フォーラムの開催に向けて準備を進めている。

男女共同参画推進事
業

男女共同参画推進費 1,266 現状のまま継続
・これまで実施してきた啓発事業やセミナーの開催を継続すると
ともに、第５次吉田町男女共同参画プラン策定後の施策を推進
していく。

企画課

多文化共生推進事業 多文化共生推進事業費 872 現状のまま継続

・吉田町国際流協会に対して補助金の交付による支援を行うとと
もに、会員の募集及び事業内容の充実のため、活動をサポート
していく。
・静岡型初期日本語教室について、令和６年度に実施した内容
に改善を加えながら事業を継続していく。

第 4 章 多 様 な 人 々 が 快 適 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 6 多 文 化 共 生

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和６年度の取組状況

・引き続き、吉田町国際交流協会の活動を支援し、内容を充実さ
せることで町内在住外国人と地域住民の共生を推進する。
・静岡型初期日本語教室を実施するために、目的や運営を理解
してもらうための地域に向けた養成講座を開催している。
・多文化共生コーディネーターと協力し、国や県の情報を積極的
に収集し、町発行の情報誌やSNSを用いて外国人住民に必要な
情報を発信する。

令和７年度の方向性

企画課

93
人権啓発活動推進事
業

人権・地域改善費 387

現状のまま継続
・住民の人権尊重意識の高揚を図るため、引き続き、人権啓発
活動を実施し、差別のない社会の実現に努めていく。

福祉課

神戸西会館運営費 2,005

・人権啓発活動については、「吉田町人権を守る会」、「人権教
育講演会」を実施する。
・隣保館運営については、地域の身近な会館として機能を維持
し、引き続き、教養講座を実施するとともに、地域のニーズに合っ
た新たなイベント等の開催を検討していく。

企画課
・特定財源を活用し、湯日川親水公園トイレのユニバーサルデザ
イン化を進める。
・ユニバーサルデザインに関する周知・啓発を行う。

人権教育事業 人権教育事業費 14 現状のまま継続
・人権に対する正しい理解に向け、人権教育講演会を開催し、
多くの住民に参加をしてもらえるよう講演内容などについて検討
する。

生涯学習課

第 4 章 多 様 な 人 々 が 快 適 に 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 8 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

・引き続き、担当が人権についての知識を得るために研修会に
参加していく。
・人権教育講演会等で人権について考える場を提供することで、
町民が人権問題に対する正しい理解と認識を深める機会を作
る。

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

No. 実施計画事業名

23
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第５章　誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり
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96

97

98 健康づくり課

第 5 章 誰 も が 健 康 で い き い き と 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 1 健 康 づ く り

No. 担当課
予算事業名 決算額（千円）

・保健センター施設の適切な維持管理、修繕を行い業務継続を
図る。
・計画的な研修会への参加や定例の打合せを実施することで、
専門職の資質の向上を図る。

実施計画事業名

保健衛生管理費

令和６年度の取組状況

・職員の資質向上を図るため、研修に参加するとともに、職員間
で情報共有を行っている。

令和５年度の予算事業
令和７年度の方向性

健康づくり課12,505

感染症予防費 98,304

健康増進事業

・検診や精密検査受診率の向上を図るため、効果的な個別勧奨
の内容や検診の実施方法について随時見直しを行う。
・生活習慣病予防のため、適切な保健指導や啓発ができるよう
実施方法を検討し、継続して実施していく。
・令和６年度に実施した健やかプラン吉田２１実態調査アンケー
ト結果や基礎データを分析し、第3次吉田町健康増進計画を策
定する。

現状のまま継続健康増進事業費 23,737

・国の補助金を利用し、がん検診推進事業（がん検診自己負担
金が無料となるクーポン券の交付）を乳がん検診４０歳、子宮頸
がん検診２０歳の方に実施している。
・肝炎ウイルス検診の受診率向上のため、引き続き、４０歳から７
５歳までの５歳刻みの年齢に達する者で過去に検診を受けたこと
がない者に対し、自己負担を無料化している。
・若年女性の子宮頸がん検診受診率向上を図るため、新たに志
太榛原地区の個別医療機関で検診が受けられるよう、体制を整
備している。
・広報、各種健（検）診会場等において、望ましい生活習慣につ
いて啓発をしている。

新型コロナウイルスワク
チン接種事業費

見直しの上で実施

・支援を必要とするすべての方が、ニーズに合わせたサービスを
利用できるよう「吉田町産後ケア事業」の種類を拡充し、開始して
いる。
・妊婦の健康管理の充実を図るため、妊婦健康診査の追加助成
を開始している。

1,444

母子保健事業

母子保健衛生費 66,503

妊娠・出産包括支援事
業費

保健衛生管理事業 現状のまま継続

・第３期健やかプラン吉田２１（健康増進計画・食育推進計画）を
策定する。

健康づくり課

・令和３年３月に策定した第２期健やかプラン吉田21（健康増進
計画・食育推進計画）に基づき、計画目標達成に向け健康づくり
事業の促進を図っている。
・第３期健やかプラン吉田２１（健康増進計画・食育推進計画）策
定のための基礎資料とする実態調査（アンケート方式）を実施す
る。

健康づくり事業 健康づくり事業費 753 現状のまま継続

100

感染拡大防止検査費用
助成事業費

98,151

0

健康づくり課

健康づくり課
福祉課

・各種健診、相談の受診率向上や事後フォローが必要な親子に
対し、必要な支援方法等を随時見直しながら実施する。
・よしにこ応援パッケージ助成を継続し、妊娠期から子育て期に
わたる経済的支援及び切れ目ない相談支援を実施していく。
・出産・子育て応援給付金事業が令和７年度から妊婦のための
支援給付（法定事業）となる予定である。
・出産後から就学前まで切れ目のない健康診査を実施するた
め、国補助金を活用し、「１か月児健康診査」を実施している。ま
た、5歳児健康診査の実施体制を構築していく。
・児童福祉法、母子保健法、子ども・子育て支援法の改正に伴
い、妊娠・出産包括支援事業費は、母子保健衛生費に集約し実
施していく。

99 感染症予防事業

・接種対象者に対し、引き続き、予防接種や予防接種費の助成
に関する情報を新生児訪問等の母子保健事業や町広報誌、ア
プリ（よしにこダイアリー）等で周知することで、対象者が必要な予
防接種を確実に接種できるよう対応している。
・令和５年度から帯状疱疹予防接種費助成事業を開始してい
る。
・感染拡大防止検査費用助成事業は、令和５年度に新型コロナ
ウイルス感染症が感染症法上の５類へ移行したため、事業終了
している。
・新型コロナワクチン定期接種を１０月から開始予定。

現状のまま継続

・引き続き、接種対象者に対し、必要な予防接種の状況を正確
かつ迅速に周知し、必要な時期に確実に接種を受けることがで
きるよう対応する。
・引き続き、新生児訪問等の母子保健事業における対象者（又
は対象者の保護者）と接触機会を活用し、未接種者や対象者に
対し接種勧奨を実施し、接種率の向上を図る。
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101

102

103

104

105

・志太榛原地域の救急医療体制を維持するとともに、関係市町
で課題等について協議を続け、より良い体制の整備に努める。
・救急医療体制の周知や医療機関への正しいかかり方について
の啓発を実施する。

救急医療対策事業費 8,409

健康づくり課

令和５年度の予算事業

健康づくり課

福祉総務費

榛原病院負担金

物価高騰対応生活支援
臨時給付金給付事業費

108,465

災害時医療救護対策
事業

災害時医療救護対策事
業費

141
・医療救護計画の見直しを行っている。
・関係機関等と連携し、医療救護訓練を実施する。

現状のまま継続

・救護所に必要な物品の見直しを行い、引き続き、整備を進め
る。
・町医療救護計画、町医療救護活動マニュアル及び健康支援マ
ニュアル等の内容の検討、見直しを行う。
・関係機関の協力を得て、医療救護訓練を実施する。

健康づくり課

担当課
予算事業名 決算額（千円）

低所得世帯重点支援給
付金給付事業費

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

食育推進事業

令和５年度の予算事業
令和７年度の方向性

食育推進事業費 172 現状のまま継続

・第３次吉田町食育推進計画を策定する。（計画年度：令和８年
度から１２年度）
・保育園、幼稚園、学校、食に関わる団体等と情報共有し、食育
推進計画に基づいた食育事業を実施する。
・健康づくり友の会員に研修を実施するなど、住民団体と連携
し、食に関する知識を普及する。

令和６年度の取組状況
予算事業名 決算額（千円）

健康づくり課

・健康づくり友の会会員に対し、より効果的で自主的な活動がで
きるよう、生活習慣病予防等のための献立の提供や調理実習等
の研修を行っている。
・幅広い世代の町民に対して食に関する情報提供ができるよう、
吉田町ホームページ、吉田町公式ＬＩＮＥ、ＦＭ島田やウォーキン
グ教室、各種検（健）診といった健康づくり事業のなかで人が集
まる場を活用して情報を発信していく。
・町内店舗において、健康づくり友の会と協働し、栄養バランス
の良い食事について周知を行っている。

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

第 5 章 誰 も が 健 康 で い き い き と 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 2 地 域 医 療

No. 実施計画事業名

102,100

4,987

予算事業名

地域医療体制整備事
業

・吉田町診療所等開設補助制度について、制度利用を検討して
いる医師の相談に応じている。
・地域医療をささえるはいなんの会の役員会に参加し、令和６年
度の計画について助言するなどの支援を行っている。
・吉田町診療所等開設補助制度を周知するため、新たに学術大
会等のイベントに参加（チラシの配架依頼）している。

現状のまま継続

・町民が、身近な地域で安心して医療を受け続けられるよう、町
内に新たな診療所を誘致することを目的とし、吉田町診療所等
開設補助制度を広く周知するため、学術大会等のイベントに参
加していく。

健康づくり課

決算額（千円）

救急医療体制整備事
業

現状のまま継続

・榛原総合病院組合規約第１４条の規定により、令和３年度に実
施した令和４年度から令和６年度までの事務の共同処理に係る
経費の負担割合の見直しに基づいて事業を実施している。今年
度が最終年度であるため、見直し後の３か年の負担割合を今後
協議していく。

榛原総合病院組合事
業（負担金）

住民税非課税世帯生活
支援特別給付金給付事
業費

49,932

担当課

401,495 現状のまま継続

No. 実施計画事業名

担当課
令和５年度の予算事業

106 福祉総務事業

・複合的課題を抱える世帯の個別支援の充実を図るため、ワンス
トップ相談窓口をはじめ、既存のケア会議等を活用し、多機関連
携及び地域力強化に努めている。
・庁舎内の連携を強化するため、他部署の会議に積極的に参加
し、情報共有を行っている。

現状のまま継続
・地域共生社会の実現を目指し、行政のみならず多様な事業体
と協働し、支援が必要な世帯に支援が行き届くよう体制を構築す
る。

福祉課

地域医療対策事業費 57

・救急医療体制の周知や医療機関への正しいかかり方について
の啓発を継続している。

第 5 章 誰 も が 健 康 で い き い き と 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 3 地 域 福 祉

No. 実施計画事業名

・負担金の継続により、通常医療のみでなく、地域の中核となる
公設の病院として、夜間救急や災害時の救護病院として、あるい
は、在宅医療を支援する病院として機能させる必要があるため、
現状維持が必要である。
・引き続き、負担金割合に基づき、榛原総合病院の運営に係る
経費を負担する。
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107

108

109

110

111

112

113

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性 担当課
予算事業名 決算額（千円）

国民年金事務費 593

・国民健康保険事業を適正かつ円滑に行うため、基準内の繰出
しを実施する。

国民健康保険事業会計
繰出金

127,578

現状のまま継続

・社会福祉協議会が地域福祉の推進の中核的役割を担い、福
祉活動の担い手の育成と関係機関との連携を図るため、引き続
き、補助金の交付を行う。

・法定受託事務・協力事務を、適切かつ確実に処理する。
・制度変更があった点については、被保険者に対し、ホームペー
ジ等を活用しながら周知及び理解に努める。
・収納率向上のため、年金事務所と連携体制の強化を図るととも
に、口座振替やクレジットカード納付の利用勧奨を積極的に行
う。
・マイナポータルやねんきんネットの利用により、可能となる手続
きを正しく案内し、加入者の利便性を図るよう努める。

・引き続き、定例会等において、研修会や委員相互の情報交換
の場を設け、経験年数の多少に関わらず、委員全員が適切な相
談対応ができる体制を整えていく。
・広報よしだ等を活用し、民生委員児童委員協議会の活動の周
知に取り組む。

福祉課

福祉課

町民課現状のまま継続

町民課
・国民健康保険事務費に係る一般会計操出しに要する費用に
ついては、国の動向（制度改革）を注視していく。

令和６年度の取組状況

民生・児童委員活動費

国民年金事務事業

・法定受託事務・協力事務を、適切かつ確実に処理している。
・障害年金等の年金相談については、パンフレット等を活用し、
分かりやすい説明を心掛けている。部門全体で年金制度に関す
る知識を深めるとともに、障害者手帳担当課や年金事務所との
連携を図りながら、適切な案内ができるように努めている。

地域福祉計画推進事
業

・社会福祉協議会が地域福祉の中核的役割を担う組織として、
将来に向けた職員の人材育成に取り組む。
・福祉活動への住民の参加を促進するため、社会福祉協議会に
おいて、福祉出前講座などの福祉体験学習のサポートやボラン
ティア講座などの人材育成事業の実施に取り組むほか、長期休
みを利用した参加型の取組を継続していく。
・社会福祉協議会のウェブサイト等を活用し、講座等開催を広く
周知していく。

現状のまま継続

・令和５年度から町社会福祉協議会に業務を委託している。現
時点でケース会議（定例会議）の開催には至っていないが、家
族・親族等からの相談対応や町社会福祉協議会等関係機関と
の打合せは随時行っており、今後、会議の開催により、成年後見
制度の利用につなげる。

・吉田町地域福祉推進委員会を開催し、定期的に地域福祉施
策に係る進捗状況を点検し、当町の地域課題に即した福祉施策
を検討する。

福祉課

現状のまま継続
・引き続き、町社会福祉協議会に業務を委託する。
・実績を積み、対象者にとって最善の対応を行う。また、対象者
が相談しやすく、身近に感じられる中核機関を目指す。

福祉課

地域福祉計画策定事業
費

現状のまま継続

福祉課
・積極的に吉田町遺族会の理事会（役員会）に出席し、効率的
な調整や協議を実施している。

戦没者追悼事業費 565

・重層的支援体制の整備に向け、研修等に参加し、情報収集を
行っている。

35

現状のまま継続 ・引き続き、吉田町遺族会と連携し、継続して実施する。

地域福祉活動推進事
業

戦没者追悼事業

成年後見制度中核機
関運営事業

成年後見制度中核機関
運営事業費

5,999

社会福祉協議会補助金 31,218

第 5 章 誰 も が 健 康 で い き い き と 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 4 社 会 保 障 （ 国 民 年 金 ・ 国 民 健 康 保 険 ・ 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 ・ 介 護 保 険 ・ 生 活 保 護 ）

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

6,312

・引き続き、定例会等において、研修会や委員相互の情報交換
の場を設け、経験年数の多少に関わらず、委員全員が適切な相
談対応ができる体制を整えていく。
・広報よしだ等を活用し、民生委員児童委員協議会の活動の周
知に取り組む。
・令和７年１２月１日に民生委員一斉改選。

令和７年度の方向性

民生委員・児童委員活
動事業

現状のまま継続
国民健康保険事業会
計繰出金
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115

117

119

予算事業名 決算額（千円）

諸支出金 1,344

基金積立金

諸支出金

12,935

令和５年度の予算事業
令和６年度の取組状況

国民健康保険事業費納
付金

共同事業拠出金

財政安定化基金拠出金

保健事業費

・地域住民の医療を確保するため、高齢者の医療の確保に関す
る法律に基づき、適正に事業を実施する。
・引き続き、保険料滞納者に対する保険料納付勧奨を行う。

町民課

町民課

町民課

令和７年度の方向性 担当課

現状のまま継続

・後期高齢者医療制度は現行制度が継続されるため、今後も適
正に事業を行う。
・収納率向上のため、未納者への対応を継続して実施する。
・標準化により納付書や通知書の様式が変更されるため、被保
険者に対して広報を行う。

・医療費抑制に向け、特定健康診査の受診率向上を図り、早期
に疾病を発見し、予防することを目指す。
・生活習慣病予備群には特定保健指導を実施し、対象者の健康
増進及び医療費の抑制につなげる。
・医療費の適正化を図るため、引き続き、重複多受診防止、ジェ
ネリック医薬品の推奨（目標使用率：８０％以上）等を行う。
・インセンティブによる交付金事業（保険者努力支援事業）に対
応するため、収納率の向上及び保健事業の強化を図る。
・マイナンバーによる情報連携を推進し、更なる事務の効率化及
び住民の利便性の向上を図る。
・被保険者証の新規発行終了に伴い、マイナ保険証の利用率推
進を強化する。

114
国民健康保険事業（特
別会計）

現状のまま継続

後期高齢者医療事業
後期高齢者医療事業事
務費

321,777

・地域住民の医療を確保するため、高齢者の医療の確保に関す
る法律に基づき、引き続き、適正に事業を実施する。
・県単位の後期高齢者医療広域連合が事業主体となっている制
度であるが、町が担当する業務については、マニュアルに沿い、
適正かつ効率的に事務処理を行う。
・来庁時に他の手続き等の失念及び未納がないか確認し、被保
険者の利便性を向上させる。
・保険料未納者に納付勧奨及び自宅訪問を行い、収納率向上
を図る必要がある。
・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業を、関係各課
と連携し、実施している。

現状のまま継続

1,793,638

787,702

0

0

25,573

23,941

22,067

0予備費

・特定健診の受診率向上については、ＡＩを活用した情報分析に
より、的確な時期に、より受診行動につながりやすい層へ受診勧
奨通知を送付することにより、未受診者対策の強化を図る。
・マイナンバー連携による情報連携や年金ネットを積極的に活用
することにより国保資格を管理し、国保税収納率の向上につなげ
る。
・医療費の適正化を図るため、重複多受診防止、ジェネリック医
薬品の推奨等を重点的に行う。特に、ジェネリック医薬品の推奨
については、国の目標値（８０％以上）を常に達成するよう目指
す。

保険給付費

総務費

生活保護事業

116

介護保険事業会計繰
出金事業

介護保険事業会計繰出
金

318,334

・介護保険制度に基づいた割合で繰り出しを行い、第９期介護
保険事業計画に沿って、事業を実施する。
・低所得者保険料軽減制度に基づく負担割合における繰り出し
を行う。

福祉課

現状のまま継続

現状のまま継続
・介護保険制度に基づく事業であり、低所得者の負担軽減を図
るため、現状のまま継続する。

現状のまま継続

・本事業は生活困窮者等に対する突発的な資金援助に資するも
のであり、今後も継続させる必要がある。
・生活保護制度の利用に至らぬように、生活保護実施機関であ
る静岡県並びに生活困窮者自立支援機関である社会福祉協議
会と連携し、生活困窮者等に対するセーフティネットの強化を図
る。

・保険料の納付を含む制度の周知を図り、保険料の収納率向上
に努める。
・引き続き、後期高齢者における健康診査受診率の向上に努め
る。
・高齢者の保健事業においては、国の指針に従い、介護予防事
業等と連携して実施する。また、取組により把握された高齢者の
状況に応じて、健診や医療の受診勧奨、介護サービスの利用勧
奨を行う。
・令和７年11月に標準化を予定しており、保険料決定通知や納
付書等の書式が変更するため、被保険者が困惑しないように広
報に努める。

7

・第１０次高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画に基
づき、介護保険制度に基づいた割合で繰り出しを行う。

福祉課

福祉課

・引き続き、行旅人及びホームレス等への旅費、終末期支援等を
行う。
・支援が必要な対象者に対し、関係機関に情報提供を行い、必
要な支援を受けられるよう調整を行う。

・社会福祉法人等による利用者負担軽減制度に基づき、事業を
実施する。
・令和５年度の対象者は６人（施設入所者２人、在宅者４人）低所得者保険料軽減事

業費

No. 実施計画事業名

生活保護費

後期高齢者医療事業
（特別会計）

118
低所得者利用者負担
額軽減措置事業

2

低所得者利用者負担額
軽減措置事業費

35

後期高齢者医療広域連
合納付金

予備費

342,654

0
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120

121

122

123

予算事業名 決算額（千円）

保育園管理運営事業

24,950

・保育士等の確保に努め、安定的な保育園の運営を行うことで、
待機児童「０人」を維持する。
・保護者の雇用形態の変化等により、多様化した保育ニーズに
対応するため、延長保育や一時預かり等の保育サービスを実施
し、保護者の子育てと仕事の両立を支援することで、安心して子
育てができる環境の整備を図る。

見直しの上で実施

310,376

125

・ファミリー・サポート・センターの周知等を行った結果、会員数が
増加しているため、引き続き、会員の増員に努める。（令和６年４
月１日現在で、サポート会員２９人、リクエスト会員１１９人、両方
会員２人の合計１５０人）

子育て世帯生活支援特
別給付金事務費（ひとり
親世帯分）

さゆり保育園運営費 18,877

こども未来課

見直しの上で実施

さくら保育園運営費

こども未来課145,897
・助成対象年齢を満１８歳に達した後最初の３月３１日までとし、
県補助対象外である自己負担金についても町が単独で補助を
行い、適切な事務処理を行うことで医療費助成を行っている。

45

・定期的な事務処理を行い、児童手当受給者へ児童手当支給
事務を実施している。
・児童手当の定期払いについて、広報よしだ、町ホームページ
及び吉田町公式ＬＩＮＥに掲載し、周知を図っている。
・児童手当の現況届について、郵送による提出にも対応してい
る。
・児童手当の制度改正の再周知のため、町ホームページや吉田
町公式ＬＩＮＥに掲載している。

・保健センターや児童館と相互に連携し、利用者に子育て支援
センターの周知を図っている。
・親子が興味の持てるようなイベントを企画し、子育て支援セン
ター利用のきっかけ作りを行い、利用者の増加を目指している。
・子育て支援センター自体が居心地の良い場所となるように人
的・物的環境を整えている。

ファミリー・サポート事業
費

306

地域子育て支援拠点
事業

こども未来課

地域子育て支援拠点事
業費

こども医療費助成事業

こども未来課

保育園管理費

ひとり親家庭対策事業
費

26,324

・保育士等の確保に努め、安定的な保育園の運営を行うことで、
待機児童「０人」を維持する。
・保護者の雇用形態の変化等により、多様化化した保育ニーズ
に対応するため、延長保育や一時預かり等の保育サービスを実
施し、保護者の子育てと仕事の両立を支援することで、安心して
子育てができる環境の整備を図る。
・子どもの発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の充実を図
る。

わかば保育園運営費

40,973

子育て世帯生活支援特
別給付金事業費（ひとり
親世帯以外分）

こども未来課

10,056

保育園管理費（繰越明
許）

38,776

すみれ保育園運営費

吉田町子育て世帯特別
給付金支給事業費

26,012

40,219

担当課

現状のまま継続 こども未来課

・ひとり親家庭等医療費助成の更新申請について、対象者へ個
別通知により申請を促している。
・個別通知にひとり親家庭を対象とした講座や事業などのチラシ
を同封することで、ひとり親家庭が活用できる各種制度の情報提
供を行った。
・ひとり親の放課後児童クラブ利用者のため、児童扶養手当受
給者への利用料減免を継続して行っている。

現状のまま継続

・今後も利用者の年齢やニーズを的確に捉え、各種事業を充実
させるとともに、事業の広報にも力を入れる。
・事業数や実施場所を工夫し、子育て支援センター利用者数の
増加に努める。

904

第 5 章 誰 も が 健 康 で い き い き と 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 5 子 育 て 支 援

No. 実施計画事業名

児童手当費

ひとり親家庭対策事業

現状のまま継続
・静岡県こども医療費助成事業費補助金交付要綱及び吉田町こ
ども医療費助成要綱に基づき、適切に事務処理を行い、事業を
推進する。

・地域子育て支援センター等にてファミリー・サポート・センターの
主旨や活動の周知を行い、会員数や利用実績を増やす。
・継続してサポート会員のスキルアップ講習等を行い、会員の
フォローアップにも力を入れていく。

・児童手当法に基づき、適切に事務処理を行い事業を推進す
る。
・令和６年１０月からの制度改正につき、支給事務を適切に遂行
する。（主な内容「①児童手当の所得制限の撤廃」、「②支給を
高校生年代まで延長」、「③第３子以降にすべて月３万円給付」）

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

・ひとり親家庭の日常生活及び経済的安定を図るため、相談事
業と協働し、自立に向けた支援を行う。また、他機関と連携し、自
立に向けた情報提供を行う。
・児童扶養手当及びひとり親家庭等医療費助成は、国や県の施
策に基づく事業であるため、適正な事務処理が行われるよう努め
る。
・制度の変更に随時対応し、県と調整しながら事務処理を適正
に行うよう努める。

現状のまま継続

424,536
吉田町次世代育成支
援（児童手当事業）

令和５年度の予算事業

124 児童福祉事業

児童福祉費

3,608

こども医療費助成事業
費
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126

128

129

130

131

―

子ども会育成連合会助
成事業費

・児童館から離れた場所に住む児童も利用できるよう、引き続き、
「移動児童館」を計画する。令和４年度より、北オアシスパーク、
住吉会館又は山八公会堂で毎月１回ずつ（８月を除く）実施して
いる。
・参加したくなるような講座等を企画し、じどうかんだより、町ホー
ムページ、ポスター等により各種事業やイベントの周知を行って
いる。
・夏まつりなど、これまでコロナ禍で実施できなかったイベントを
実施した。

320

児童発達支援事業

子ども会育成連合会助
成事業

放課後児童健全育成事
業費

18,989

見直しの上で実施

・保護者が安心して子育てができ、児童一人ひとりが健やかに育
つため、引き続き、事業を継続する。
・不安を抱えている保護者等が、気軽に相談を出来るような相談
支援事業の検討を行う。
・きめ細やかな療育を実現していくために、職員の質の向上を図
りながら関係機関との連携を図る。
・多様化する療育のニーズに対応できる体制の整備を図る。

現状のまま継続

・北区児童福祉施設（施設内に自彊小区第3放課後児童クラブ
を設け神戸集落センターから移転を予定）の設置に向けて用地
等の購入と用途に合わせた設計を行う。
・放課後児童クラブの運営を円滑に行う。
・利用者が待機することなく、安全に利用できるように努める。
・支援員の確保及び資質の向上を図る。
・放課後児童クラブの業務委託に向けて、検討を行う。
・放課後児童クラブのＷｉ－Ｆｉ環境整備について、検討を行う。

こども未来課

・虐待をはじめとする課題を抱える子どもと家庭の相談体制を整
えることで、問題の発生予防、早期発見、早期対応、重症化や再
発防止を図ることができ、子どもたちが健やかにいきいきと育つこ
とができるよう関係機関とも連携した相談窓口である子ども家庭
総合支援拠点の強化に努める。

児童虐待防止事業

902

・遊具の定期点検を実施し、必要に応じて修繕を行う。
・樹木の伐採、草刈り等については、快適な環境整備のため、各
町内会等と協力して実施している。
・令和５年度と同様、草刈りと枝払いについては、都市環境課及
び事業者に作業を依頼し、実施予定である。日程等により実施
できない箇所については、こども未来課の職員で実施。
・町内会や職員での対応が難しい剪定等の実施については、事
業者に依頼し整備を行う。

5,297 現状のまま継続児童館運営費

・北区児童福祉施設（施設内に児童館新設を予定）の設置に向
けて用地等の購入と用途に合わせた設計を行う。
・児童館運営委員会を開催し、児童館のより良い運営のための
意見を収集し、協議を行う。
・利用者のニーズを的確に把握するためにアンケート等を実施
し、イベントや事業内容、回数等について、検討を行う。
・児童館に関する研究調査や助成金などの活用の可能性につ
いて、検討を行う。

こども未来課

現状のまま継続 こども未来課

こども発達支援事業費 5,724

・支援員との接点を増やし、状況確認の頻度を上げることで、不
満や要望の汲み上げ、それらに対して迅速な対応を行い、働き
やすい環境づくりを心掛けている。
・様々な特性を持つ児童への対応が必要となっていることから、
支援員の確保、支援員の資質向上のために研修会等へ積極的
な参加を促している。また、必要に応じて職員が手伝いに入るこ
とにより、安全な放課後児童クラブの運営に努めている。
・新型コロナウイルスが５類へと移行したが、児童クラブ室の衛生
管理、感染症防止対策の観点から消毒液等を利用し、感染防止
対策に努めている。

こども未来課

こども未来課

こども未来課

・提出された書類をもとに、補助金が適切な事業に使われている
かを審査した。

見直しの上で実施
・令和６年４月１日から児童福祉法等の一部の改正に伴い、令和
7年に『こども家庭センター』を設置し、更なる、相談支援体制の
強化及び社会資源の創設を図る。

児童虐待防止事業費

・児童遊園地の維持管理を行い、地域の子ども達に安全で快適
な遊びの場を提供する。
・既設の遊具は、定期点検の結果を基に、必要に応じて修繕を
実施する。

放課後児童健全育成
事業

放課後児童クラブ建設
事業費

・次世代を担う児童の心身ともに健全で健やかな育成を支援す
るために適切な補助金を支給する。

現状のまま継続

・福祉課及び関係機関と協議しながら進めてきた、児童発達支
援センターの開設に向けて、こども発達支援事業所すみれの利
用調整会議を行った。今後、利用を希望する保護者に対し、お
おまかな利用の流れを伝えることが出来ている。
・チューリップルームから繋がった児童（２歳児）を、今年度初め
て定期通園児として受け入れた。また、今後繋がる１歳児を想定
し、職員と相談しながら低年齢児への支援が出来やすいように
環境を整えている。
・センター化を行うため、関係機関と詳細を詰めながら来年度の
設置を目指している。

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性 担当課
予算事業名 決算額（千円）

173

児童館運営事業

児童遊園整備事業 児童厚生施設整備費

127
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134

136

137

第 5 章 誰 も が 健 康 で い き い き と 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 7 障 害 者 福 祉

135 高齢者福祉事業

福祉介護手当支給事業
費

1,200 ・敬老事業における「敬老記念品の贈呈」について、令和５年度
に実施したアンケート結果及び対象者負担の軽減・集合形式の
リスク回避のため、贈呈方法を商品券の郵送とする。
・介護の入門的研修については、広報よしだ、チラシの全戸配
布、二次元コードの活用、吉田町公式ＬＩＮＥに加え、新規にチラ
シの新聞折り込みを実施し、対象者の募集を行った。

現状のまま継続

・効果的かつ継続的に事業を展開していくため、敬老事業の実
施方法や在宅支援生活品助成の品目等について、適宜見直し
を行う。
・引き続き、介護の入門的研修について広く広報し、対象者の募
集を行う。

133

・高齢者が長年培ってきた知恵と経験を活かし、高齢者が積極
的に社会参加できる環境を整えるため、シルバー人材センターと
さわやかクラブに対する補助金の交付を継続する。

現状のまま継続

高齢者見守り体制整備
事業費

令和７年度の方向性

高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画策定
事業費

地域支援事業費 124,896

福祉課

・5つの施設について、法人と指定管理者年度協定書を締結し、
管理している。
・高齢者人材活用センターの指定管理期間が令和６年度までの
ため、令和７年度からの指定管理者選定を行う。

138 障害者自立支援事業

心身障害者自立支援
事業費

638,949

福祉課

地域生活支援事業費

現状のまま継続
・施設の管理運営について、指定管理者制度を継続し、実施す
る。
・施設の修繕については、優先順位等を考慮して計画的に行う。

No.

障害者自立支援施設
管理事業

実施計画事業名

予算事業名

47,081

・吉田町障害者（児）福祉推進委員会の各部会を開催し、地域
課題の抽出をはじめ、地域の支援者との連携体制の構築を図っ
ている。

福祉課

令和７年度の方向性

障害者自立支援施設管
理事業費

5,190 現状のまま継続
・令和７年度末に現行の指定管理期間が終了することから、望ま
しい施設の在り方について改めて検討する。

現状のまま継続

・吉田町障害者（児）福祉推進委員会の各部会を開催し、地域
課題の抽出をはじめ、地域の支援者との連携体制の構築を図っ
ている。
・令和８年度の児童発達支援センターの開設に向け、事業者選
定等の準備を進める。

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和６年度の取組状況

・引き続き、指定管理者との連携を密にすることで適切な施設管
理に努めている。

担当課

高齢者社会参加推進事
業費

10,006

令和６年度の取組状況

・在宅福祉サービスについて、対象者や関係機関に対し、研修
会等で積極的に周知啓発を行う。
・第１０次高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画に基
づき、事業を執行する。

決算額（千円）

福祉課
ひとり暮らし高齢者等対
策事業費

福祉課

0

1,830,075

令和５年度の予算事業

保険給付費

実施計画事業名
令和５年度の予算事業

第 5 章 誰 も が 健 康 で い き い き と 暮 ら せ る ま ち づ く り 分 野 6 高 齢 者 福 祉

No.

132
介護保険事業（特別会
計）

総務費

41,276

1,945

基金積立金

保健福祉事業費

高齢者福祉施設管理
事業

社会福祉施設管理事業
費

64,112

40,936

福祉課老人福祉対策費

敬老事業費 1,917

老人保護措置費 6,886

・高齢化がますます進んでいくと見込まれる中、シルバー人材セ
ンターが果たす役割は日増しに大きくなってきている。これまで
高齢者が培ってきた経験を社会に還元するとともに、高齢者の
就業機会の提供を推進するため、世の中の情勢にも配慮し必要
な経費を補助していく。
・さわやかクラブが実施している高齢者の生きがいと健康増進、
地域社会のための事業等に対して補助金の交付を継続する。

30

・令和６年度から開始している第９期介護保険事業計画に基づ
き、進捗管理を図っている。
・介護保険料の納付促進を図るため、口座振替の推進、催告書
送付や電話催告等を実施する。

福祉課現状のまま継続
・第１０次高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画に基
づき、事業を実施する。

諸支出金

予備費

57,506

現状のまま継続

905

高齢者社会参加推進
事業

・高齢者見守りネットワーク事業については、今後も協力事業所
を増やすとともに、見守り方法の改善等により、見守り体制の強
化に努める。
・第１０次高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画に基
づき、事業を執行する。
・令和７年度に次期計画となる第１１次高齢者保健福祉計画・第
１０期介護保険事業計画の基礎となる「高齢者の生活と意識に関
する調査」を実施する。

2,716

0

高齢者福祉推進事業
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140

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性 担当課
予算事業名 決算額（千円）

福祉課

福祉課139 障害者更生援護事業

心身障害者福祉費 3,086

現状のまま継続
・重度障害者医療費助成や移送費助成を必要とするすべての
人が、本制度を理解できるよう、制度の周知を広く行う。

障害者在宅福祉事業
心身障害者施設等負担
金

16,343

・障害者施設の運営支援を図り、サービスを必要とする障害児を
計画的・継続的に支援していく。
・駿遠学園管理組合の担当課長・担当者会議において、改修予
定箇所等の説明を受けた。

・障害者相談員に相談業務を委託（令和５年４月１日～令和７年
３月３１日）し、相談会を開催している。
・重度障害者医療費助成や移送費助成が必要な人に対して、適
切な助成を行っている。心身障害者更生援護費 46,562

現状のまま継続
・施設の運営に対して負担金を支出する。
・駿遠学園の改修に対して負担金を支出する。
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141

142

143

144

145

146

147

148

住吉小学校維持管理
事業

住吉小学校維持管理費 34,192
・施設の修繕や設備の点検、教育材料の購入等を適切に行い、
教育環境の充実を図っている。

中央小学校維持管理
事業

中央小学校維持管理費 41,305

149

教職員等教育活動補
助事業

・中学校体育連盟大会運営負担金等の支出や中学校部活動補
助金の交付を行い、教職員の指導力強化や部活動を通じた生
徒の育成等を図っている。

28,648

学校教育課

自彊小学校維持管理
事業

1,913

1,795

1,305

6,101

・施設の修繕や設備の点検、教育材料の購入等を適切に行い、
教育環境の充実を図っている。

小・中学校要保護・準
要保護児童生徒就学
援助事業

現状のまま継続
・今後の国及び近隣市町の動向を注視しつつ事業を実施すると
ともに、入学説明会における周知等を行い、引き続き、適切な援
助を実施していく。

・経済的理由によって就学困難な児童生徒に必要な援助を行
い、保護者負担を軽減し、児童生徒が等しく円滑に教育を受け
ることができている。
・就学援助費支給事務の簡素化及び効率化を図るため、事務処
理要領を改正し、定額支給を行うこととした。

住吉小学校要保護・準
要保護児童就学援助費

第 6 章 次 代 を 担 う 心 豊 か な 人 を 育 む ま ち づ く り 分 野 2 学 校 教 育

予算事業名 決算額（千円）

学校教育課

令和７年度の方向性令和６年度の取組状況

学校教育課
・教育委員会の諸活動を円滑に実施するために、引き続き、適
切な教育委員会事務局の運営を行う。

実施計画事業名

教育委員会運営事業 教育委員会費 1,008

事務局事務事業 事務局事務費 2,279

現状のまま継続

・教育についての知識及び見聞を広めるため、視察研修を実施
する。
・教育委員会の権限に委ねられている事項は、引き続き、円滑な
執行に努めるとともに、新たな教育施策の執行に当たっては、総
合教育会議で合意した方針の下に進める。

現状のまま継続

・教育大綱及びＴＣＰトリビンスプランに沿った教育施策を円滑に
実施するため、総合教育会議及び教育委員会において充実し
た協議を行えるよう会議運営をしている。
・学校現場に即した教育施策を協議するため、学校訪問等を実
施する。

・学籍管理、就学時健診の実施、経常経費の執行及び関係団
体への負担金の納入等を適正に行うことで、適切な教育委員会
事務局の運営を行っている。

令和５年度の予算事業
担当課

第 6 章 次 代 を 担 う 心 豊 か な 人 を 育 む ま ち づ く り 分 野 1 幼 児 教 育

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課

・引き続き、幼保小の交流・連携を深め幼児教育の充実を図るた
め、幼児教育カリキュラム及びスタートカリキュラムについては、
現状のまま継続して実践する。
・私立幼稚園運営費補助金については、継続して実施する。

予算事業名 決算額（千円）
令和６年度の取組状況

学校教育課

令和７年度の方向性

・幼児教育の更なる推進のため、５月に吉田町幼児教育カリキュ
ラム実施委員会を開催し、幼保小の先生が幼児教育の充実に
向けた話合いを行うことにより、相互の交流及び連携を深めるこ
とができ、また、外部講師から本町の取組に対し評価していただ
いた。

幼児教育振興事業 現状のまま継続幼児教育振興事業費 4,072

・引き続き、確かな学力・豊かな心・健やかな体を培うことができ
るよう、良好な教育環境を整備する。

・引き続き、確かな学力・豊かな心・健やかな体を培うことができ
るよう、良好な教育環境を整備する。

教職員等負担金・補助
金

2,571 現状のまま継続

現状のまま継続

中央小学校要保護・準
要保護児童就学援助費

自彊小学校要保護・準
要保護児童就学援助費

吉田中学校要保護・準
要保護生徒就学援助費

学校教育課自彊小学校維持管理費

学校教育課

No.

学校教育課現状のまま継続
・引き続き、確かな学力・豊かな心・健やかな体を培うことができ
るよう、良好な教育環境を整備する。

・部活動補助事業については、対象者、対象経費等を確認し、
必要な経費を適切に補助する。
・部活動の地域移行の動向を注視し、要綱の改正について検討
する。

学校教育課

現状のまま継続
・施設の修繕や設備の点検、教育材料の購入等を適切に行い、
教育環境の充実を図っている。

・施設の修繕や設備の点検、教育材料の購入等を適切に行い、
教育環境の充実を図っている。

学校教育課

吉田中学校維持管理
事業

吉田中学校維持管理費 56,448 現状のまま継続
・引き続き、確かな学力・豊かな心・健やかな体を培うことができ
るよう、良好な教育環境を整備する。
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152

153

第 6 章 次 代 を 担 う 心 豊 か な 人 を 育 む ま ち づ く り 分 野 3 地 域 教 育

No.

学校教育課

予算事業名 決算額（千円）
No.

・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていく。

小・中学校健康診断事
業

令和６年度の取組状況実施計画事業名

見直しの上で実施

予算事業名 決算額（千円）

小・中学校健康診断費 学校教育課

令和５年度の予算事業

11,123

・児童生徒健康診断やフッ素洗口事業の適切な実施体制を整え
た上で、適正に健康診断等を実施している。
・吉田町立学校職員衛生委員会における意見等を踏まえ、労働
安全衛生管理体制の整備や町内全小中学校に勤務する教職員
を対象としたメンタルヘルスチェックの実施など、学校職員の職
場における安全及び健康を確保するとともに、快適な職場環境
の形成を促進している。

吉田町牧之原市広域施
設組合負担金（給食施
設費）

127,807

地域教育推進事業費 3,594

154 地域教育推進事業 生涯学習課現状のまま継続

・各団体に継続した支援を行うとともに、学校・家庭・地域の連携
を強化する。
・引き続き、３小学校区で４時間授業に対応した放課後子ども教
室を実施する。
・学校とも連携を図りながら、家庭教育学級の重要性を親へ呼び
かける。

26,125

311

英語教育推進事業費

確かな学力定着事業費

17,936

22,787

地域教育活動費

担当課

担当課

学校教育課

151 教育振興事業

実施計画事業名
令和５年度の予算事業

自彊小学校特別支援学
級費

吉田町牧之原市広域
施設組合負担金（共同
調理場）

558

吉田中学校特別支援学
級費

1,390

現状のまま継続
・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていくため、負担金を支出する。

現状のまま継続

・労働安全衛生法及び吉田町学校職員安全衛生管理規定に基
づき、健康診断等を通して健康管理を行う。
・児童生徒が安全安心な学校生活を送ることができるよう、国、
県、町健康づくり課の施策・動向に注視しながら、適切な健康管
理が行えるよう事業を行っていく。

・令和６年度から実施している新たなＴＣＰトリビンスプランの内容
を踏まえ、目標を達成するための実施計画を作成している。

・目標達成に向け、各団体への支援を継続し、「地域の子どもは
地域で育てる」活動を推進する。
・家庭教育学級事業において、親同士の交流を深め、親が家庭
教育について学ぶ場を提供する。
・引き続き、チャレンジ教室については、閉校式で体験教室の発
表の時間を長めに確保することで、次年度への意欲へと繋げて
いく。

・ＴＣＰトリビンスプランの内容を踏まえ、引き続き、目標を達成で
きるよう実施計画を作成し、予算化して実行していく。

令和７年度の方向性

1,630

教育振興事業費

小中一貫教育振興事業
費

150
小・中学校特別支援学
級事業

住吉小学校特別支援学
級費

470

・必要に応じた教育材料費の購入等を行い、特別支援教育の充
実及び教育環境の向上を図っている。
・特別支援学級に在籍している児童生徒の保護者に対し、要領
等に基づき、適切に経済的な支援を行っている。

現状のまま継続

・特別支援学級の教育環境を充実させるため、児童生徒の特性
を鑑み、必要な教材等を提供していく。
・「特別支援学級への就学奨励に関する法律」に基づき、特別支
援学級に在籍している児童生徒の保護者に対し、引き続き、適
切に経済的な支援を行っていく。

学校教育課

中央小学校特別支援学
級費

648

令和７年度の方向性令和６年度の取組状況
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155

157

158

159

160

161

令和６年度の取組状況 担当課
予算事業名 決算額（千円）

生涯学習課

・サマーステイ事業では、普段は体験できない自然の中での活
動や仲間と協力する活動を実施予定。
・笑顔いっぱい運動事業により、現状の取組を継続していくこと
で、「地域の子どもは地域で育てる」という青少年健全育成の環
境づくりにつながっている。今年度も本事業を継続し、学校・家
庭・地域の中に「黄色のベスト」を定着させ、地域活動や学校応
援団など他事業等でも「黄色のベスト」を活用することで、本事業
を更に周知させていく。

青少年健全育成事業 青少年健全育成事業費 570

令和７年度の方向性

第 6 章 次 代 を 担 う 心 豊 か な 人 を 育 む ま ち づ く り 分 野 5 生 涯 学 習

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

社会教育委員費 996156 社会教育総務事業

・社会教育関係の様々な団体の研修会等に積極的に参加し、情
報収集を行うことで、職員等の資質の向上に努める。
・継続して社会教育団体で構成するプラットフォームを実施し、
地域で子どもたちを育む環境の充実を図る。

現状のまま継続

・引き続き、社会教育を推進するため、社会教育総務事業を実
施する。
・更なる職員等の資質向上を図るため、研修会に参加する。
・多くの社会教育関係団体がプラットフォームに参加し、互いの
活動を知り、連携・協力することで、社会教育事業の充実を図
る。

学習ホール運営事業 見直しの上で実施
・安全に安心して利用できる施設にすべく、長寿命化計画に基
づき、施設改修を実施していく。

生涯学習推進事業 生涯学習推進事業費 96

予算事業名 決算額（千円）
令和７年度の方向性令和６年度の取組状況

第 6 章 次 代 を 担 う 心 豊 か な 人 を 育 む ま ち づ く り 分 野 4 青 少 年 健 全 育 成

No. 実施計画事業名
令和４年度の予算事業

担当課

・継続して町民の学習機会を提供するため、参加者アンケート等
を実施し、学習ニーズの把握に努める。
・誰もが平等に学習機会を持てるよう、障害者に対し、生涯学習
の活動支援を行う。

生涯学習課

・利用者が快適に使用できるよう、施設の適正な維持管理に努
める。
・来年度以降に計画的な改修を実施するため、今年度は長寿命
化計画の策定を行う。

・施設の経年劣化に伴う修繕が頻繁であることから、修繕計画に
基づき、修繕を実施している。
・繁茂期に除草剤を図書館敷地内の一部に散布し、除草作業の
負担を軽減している。

生涯学習課

137,202 現状のまま継続

・図書館機能を活用した「地域の知の拠点」づくり推進のため、
建物、設備やＩＴ機器等の性能及び機能を常時適切な状態に保
つよう、維持管理に努める。
・来館者が快適に利用できるよう、未舗装駐車場等の実施設計
を実施する。

学習ホール運営費 6,886

現状のまま継続

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

6,459 現状のまま継続

・利用者が安全で快適に学習活動が行えるよう、施設管理を行
う。
・災害発生時における庁舎の代替え業務復旧拠点として継続使
用できるよう、非常用電源更新工事を実施する。
・利用者の利便性を向上させるとともに、観光客の流れを分析
し、観光戦略に活かすため、Ｗｉ－Ｆｉ環境を整備する。
・冷暖房の負担を軽減し、省エネを図るとともに、利用者に快適
な空間を提供するため、窓ガラスに遮熱フィルムを設置する。

・適切な維持管理を行うことにより、安全で快適な学習環境を整
える。

現状のまま継続

図書館管理事業 図書館管理費

中央公民館活動事業 中央公民館活動費 5,639 生涯学習課

中央公民館運営事業 中央公民館運営費

社会教育総務費 484

 コミュニティづくり推進
事業費

0

現状のまま継続

・笑顔いっぱい運動事業により、現状の取組を継続していくこと
で、「地域の子どもは地域で育てる」という青少年健全育成の環
境づくりにつながると考えられるため、令和７年度も本事業を継
続していく。学校・家庭・地域の中に「黄色のベスト」を定着させ、
地域活動や学校応援団など他事業等でも「黄色のベスト」を活用
することで、本事業を更に周知させていく。
・引き続き、サマーステイ事業では、自然体験活動を中心に、日
常生活では味わうことのできない経験をすることができるよう活動
を考えていく。

・講座を受講することで、新たな知識の習得や仲間づくり、充実し
た生活を送ることができるよう、魅力ある講座を実施し、学習機会
の充実を図る。

・町民の学習ニーズを把握するために、参加者アンケート調査を
実施し、ニーズに合った様々な分野の講座を開設し、参加者数
を増やしていく。
・障害者学習講座を業務委託することで、障害者が必要としてい
る学習の機会を提供していく。

・受講者からのアンケート結果を踏まえ、講座内容を協議・検討
し、充実した学習機会の提供に努めていく。
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162

163

164

165

166
体育施設・広場維持管
理事業

・各施設の整備や保守点検を実施し、適正な維持管理に努める
とともに、体育館の利用については利用者会議の開催や事前調
整等を行ってスムーズな運営に努めている。
・総合体育館の運営方法について検討している。

見直しの上で実施

・利用者に対し、快適な環境で安心してスポーツのできる場を提
供していくため、引き続き、適正な維持管理を実施する。
・総合体育館の利用者数を増やすための方策として、新たな大
会・イベント等について検討していく。

図書館活動推進事業

令和６年度の取組状況

第 6 章 次 代 を 担 う 心 豊 か な 人 を 育 む ま ち づ く り 分 野 7 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

図書館活動推進費 8,505

実施計画事業名
令和５年度の予算事業

予算事業名

・保健センターでの７か月児健康相談におけるブックスタート事
業のほか、子育て支援施設での読み聞かせ等、サービスの拡充
について検討をしている。
・現行の図書館運営実態に合わせ、図書館関係規則を改正する
予定。
・読書バリアフリー法の推進する読書環境の整備の一環として、
読書バリアフリーコーナー｢りんごの棚｣を活用し､誰でも読書を楽
しめる図書等を提供している。今後も関連資料を継続して購入
する予定。
・県の各部署や福祉課・都市環境課・企画課と連携した展示を
行う予定。

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

現状のまま継続

・図書だけでなく、電子情報も含めた資料提供、図書館運営、行
事を検討し、実施していく。
・講座を実施し、英語多読の資料を活用した事業を展開する。
・子ども読書推進計画の策定により、子育て世代への支援体制
をサービスにつなげて展開する。
・「りんごの棚」の資料の充実等、読書バリアフリー法の対応を拡
充していく。
・著作権法改正による業界の動向を注視しながら、新たなサービ
ス展開に向けて調査を行い、環境を整備していく。

実施計画事業名
令和５年度の予算事業

・子どもだけでなく大人も活用できる地域住民の生涯学習の場と
しての事業を展開し、ちいさな理科館の活性化を図る。

文化財保護事業

ちいさな理科館事業費 3,059 生涯学習課

吉田町体育センター運
営費

1,962

生涯学習課総合体育館運営費 30,217

体育施設・広場維持管
理費

10,301

芸術・文化振興事業 芸術・文化振興事業費 3,356 現状のまま継続

・町民が優れた芸術文化を鑑賞できる機会を得られるよう事業を
継続する。
・多くの方に文化祭に参加してもらえるよう、町民に対し、文化活
動に取り組める環境を推進していく。

令和７年度の方向性 担当課
予算事業名 決算額（千円）

生涯学習課

生涯学習課
・文化財パトロールを実施し、今後、有効かつ適正な維持管理を
していくための資料とする。

決算額（千円）

文化財保護事業費 473 現状のまま継続
・文化財の保存・保護を図ることにより、郷土の歴史を知り歴史的
遺産の価値を理解するとともに、郷土への愛着と郷土を誇りに思
う心を育む。

・子どもたちに芸術・文化に親しめる場の提供を行う。
・文化祭については、町民に日ごろの成果を披露する「発表の
場」を提供する。文化祭により多くの町民が参加するようＰＲし、
広報での情報提供など参加者を増やすよう努力する。

担当課

生涯学習課

第 6 章 次 代 を 担 う 心 豊 か な 人 を 育 む ま ち づ く り 分 野 6 芸 術 文 化 ・ 文 化 財

No.

No.

現状のまま継続

・ちいさな理科館の取組を周知するため、町内企業をはじめ、町
内小中学校などと連携した講座を展開している。
・ちいさな理科館の活動等をより周知するため、ホームページの
見直しに着手した。
・職業体験型イベント「伝」との共同開催を通じて、ちいさな理科
館への関心を高め、新しい受講者の獲得を目指す。

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

ちいさな理科館事業
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167 社会体育振興事業 社会体育振興費 9,397 見直しの上で実施
・しずおか中部連携中枢都市圏地域課題解決事業を活用し、常
葉大学との連携を継続して行い、参加者を増やす取り組みを考
える。

生涯学習課

・令和３年度から実施している、しずおか中部連携中枢都市圏地
域課題解決事業を活用し、常葉大学と連携することで、その保
有する情報、資源を効果的に活用できると考え、常葉大学及び
スポーツ推進委員と町民が取り組みやすいスポーツ振興策を考
えていく。
・吉田町駅伝大会のコースの変更に向けて検討している。
・シニアフィットネス教室の参加者数を増やすため、開催日の変
更を検討している。

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性 担当課
予算事業名 決算額（千円）
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第７章　行政と住民が一体となって取り組むまちづくり
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169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

・変化する行政課題に対応するため、常に最新の情報を収集す
るとともに、調査研究を継続して行う。
・中部５市２町による連携中枢都市圏形成に係る連携協定に基
づき、連携して地域課題の解決に向けた取り組みを行い、「しず
おか中部連携都市圏ビジョン」の掲載事業を継続して実施する。
・第６次吉田町総合計画前期基本計画の評価及び第２期吉田町
まち・ひと・しごと創生総合戦略の総括評価を行うため、吉田町
総合計画等審議会を開催する。

企画課

県知事選挙事業

・知事の辞職に伴い令和６年５月２６日に県知事選挙が執行さ
れ、適正に執行された。
・予算については、令和６年度吉田町一般会計補正予算（第１
号）により対応した。

町長、町議会議員選挙
事業

・令和６年１０月９日に衆議院が解散し、令和６年１０月２７日に衆
議院議員総選挙が執行されたため、令和７年度は選挙の執行予
定はない。

― ・令和６年度は、選挙の執行予定はなし。

・令和7年度は、公職選挙法に基づく県知事選挙の執行予定は
ない。

休止

静岡県議会議員選挙費

・令和６年度は、選挙の執行予定はなし。

衆議院議員選挙費

県知事選挙費 ― 休止

休止

町長、町議会議員選挙
費

総務課

総務課

総務課

一般行政事務事業（総
務）

一般行政事務費 37,243 現状のまま継続
・行政事務を適正かつ円滑に執行し、最小の経費で最大の効果
を上げられるよう、引き続き、事務改善に努める。

総務課
・公職選挙法に基づく参議院議員選挙が、令和７年度に執行さ
れる予定である。

明るい選挙推進事業

・行政事務を、適正かつ円滑に執行するため、引き続き、事務改
善に努める。
・住民の福祉の向上を図るため、無料法律相談負担金を支出
し、月２回無料法律相談を実施する。

総務課

選挙管理費 724

明るい選挙推進費 総務課

選挙管理事業

総務課

総務課

・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていく。

・日曜開庁事業を推進していく。 現状のまま継続 ・行政サービスの利便性の観点から、日曜開庁を実施する。日曜開庁事業 日曜開庁事業費 ―

吉田町牧之原市広域
施設組合負担金（一般
管理費）

吉田町牧之原市広域施
設組合負担金（総務管
理費）

31,391 現状のまま継続
・広域施設組合及び牧之原市と連携し、広域的に事業を展開し
ていくため、負担金を支出する。

参議院議員選挙事業 参議院議員選挙費 ―

31 現状のまま継続
・選挙人の選挙・政治への関心を高めるため、ポスターコンクー
ル、選挙出前授業、選挙時の啓発等を行う。

・公職選挙法に基づき、公正かつ適正な事務処理を行う。

・選挙人の選挙・政治に関する知識及び意識を一層向上させる
ため、積極的な選挙啓発を行う。

現状のまま継続

県議会議員選挙事業

現状のまま継続・令和６年度は、選挙の執行予定はなし。

・公職選挙法に基づき、公正かつ適正に執行する。

衆議院議員選挙事業

行財政構造改革推進事
業費

第 7 章 行 政 と 住 民 が 一 体 と な っ て 取 り 組 む ま ち づ く り 分 野 1 行 財 政

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

1,116

・第６次吉田町総合計画の冊子及び概要版の作成を行った。

行財政構造改革推進
事業

現状のまま継続

・財務会計システムと連動した行政評価システムの運用を開始す
る。
・第６次吉田町総合計画前期基本計画の進捗管理及び第２期吉
田町まち・ひと・しごと創生総合戦略の総括評価を実施するた
め、各課（局）へのシート作成を依頼し、吉田町行財政構造改革
推進本部会議において審議する。

・財務会計システムと連動した行政評価システムを構築するた
め、行政評価システム導入業務委託の契約を締結した。
・今年度中に行政評価システムを構築し、令和７年４月１日から
の運用開始に向けて職員研修会を実施する。
・吉田町地域づくり推進委員会において、次期総合戦略の策定
について審議する。
・吉田町行財政構造改革推進本部会議において、第５次吉田町
総合計画後期基本計画総括評価及び第２期吉田町まち・ひと・
しごと創生総合戦略の評価について審議する。

企画調査費 5,171

168
一般行政事務事業（企
画）

住民参画推進事業費 0

・中部５市２町首長会議に参加し、広域連携に関する調査・検討
を実施している。
・中部５市２町による連携中枢都市圏形成に係る連携協定に基
づき、連携して地域課題の解決に向けた取り組みを行っている。
また、「しずおか中部連携中枢都市圏ビジョン」の掲載事業を実
施する。
・第５次吉田町総合計画後期基本計画の総括評価、第２期吉田
町まち・ひと・しごと創生総合戦略の評価、次期総合戦略の策定
に伴い、吉田町総合計画等審議会を開催する。

現状のまま継続

総務課・令和６年度は、選挙の執行予定はなし。

総務課6,176

426 休止

・令和7年度は、公職選挙法に基づく町長、町議会議員選挙の
執行予定はない。

・令和7年度は、公職選挙法に基づく県議会議員選挙の執行予
定はない。

吉田町総合計画策定
事業

現状のまま継続 ・第６次吉田町総合計画の進捗管理を行う。 企画課

企画課

吉田町総合計画策定事
業費

6,600
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181

183

185

186

一般行政事務事業（監
査）

監査委員費 1,144 現状のまま継続

税務総務費 26,395

出納管理事務費

No.

税務総務事業

賦課徴収事業 48,362

一般行政事務事業（出
納管理事務）

賦課徴収費

諸統計調査費 1,297

見直しの上で実施

・吉田町ＤＸ推進計画及び同計画のアクションプランを推進する
べく、県主催の研究会等に参加しながら、周辺市町の動向を注
視している。
・令和５年度の評価で対応した出納管理事務事業を、会計課職
員内で共有し、誰もが同じレベルで業務を実施できるように取り
組んでいる。

4,010

・引き続き、公的統計に係る調査を実施する。
・登録調査員の確保のため、広報だけでなくＳＮＳ等でも周知し
ている。
・統計要覧発行事業について、発行部数の見直しを図る。内容
については、最新のデータに更新するとともに、出典が廃止され
た項目については、削除や修正等を行い改善を図る。

担当課
予算事業名

令和７年度の方向性
決算額（千円）

令和６年度の取組状況実施計画事業名
令和５年度の予算事業

182
一般行政事務事業（議
会）

議会運営費 64,430

議会事務局

議会調査活動費 3,331

183

・各種行政運営に必要なデータを得るため、引き続き、調査を実
施する。
・令和７年実施の国勢調査に向けて、登録調査員確保のための
継続的な募集を実施する。
・統計要覧発行事業は、行政だけでなく住民、企業等に町の状
況を正確に周知するために必要な事業であるため継続して実施
し、部数については時代やニーズに沿ったものにできるよう検討
を続ける。

企画課

税務課

現状のまま継続

税務課

・税に関する専門知識習得のため、各種研修に積極的に参加し
ている。
・各種実態調査の実施により滞納処分を進め、公正な収納事務
に取り組んでいる。

現状のまま継続
・引き続き、税務総務事業を継続し、税務事務の効率化を進め
る。

現状のまま継続

・納期内の納付を促進するため、引き続き、口座振替の推進に
取り組む。
・引き続き、滞納者に対する各種調査を早期に実施し、滞納処
分を進める。

・地方税共通納税システム（ｅＬＴＡＸ）については、令和５年４月
から固定資産税及び軽自動車税の納付を追加し、令和６年４月
から新たに町県民税の普通徴収分、国民健康保険税及び町た
ばこ税の納付を追加して、町税の全税目について納付を受け付
けている。
・納期内の納付を促進するため、引き続き、口座振替の推進に
取り組んでいる。
・滞納者の各種実態調査（預金、給与、生命保険、年金、関係機
関等）を早期に実施し、滞納処分を進めている。
・国民健康保険税における年金特別徴収額について、平準化を
実施することで、町民の利便性及び国民健康保険税制度への
理解向上につながるよう取り組んでいる。

・吉田町ＤＸ推進計画及び同計画のアクションプランに基づき、
窓口におけるキャッシュレス決済を推進する。
・現在の日本における金融業界の現状と課題に注視し、当町財
務の安定に向けて、公金管理を行う。

・監査をより充実させるため、引き続き、監査日程（回数）及び方
法等について検討する。
・より効果的な監査をするため、監査資料等を検討する。
・監査事務強化のため監査委員事務局の設置及び専門性を
持った職員の配置について検討する。

会計課

・「開かれた議会」の実現に向け、吉田町議会基本条例の推進
及び議会報告会の充実等に向けた検討をさらに行うとともに、そ
の支援を積極的に行う。
・令和６年６月議会にて議会DX推進特別委員会が設置されるこ
ととなった。今後の吉田町議会に必要なDXの推進について、知
識や議論が深められ、議会目標が達成されるよう必要な支援を
行う。

・「開かれた議会」の実現に向け、吉田町議会基本条例の推進
及び議会報告会の充実等に必要となる調査及び検討について
支援を行っている。
・より円滑な議会運営を目指し、新たな議案審議方法の検討に
ついて支援を行っている。
・議会情報の発信について支援を行っている。
・議会活動及び議会運営の支援に必要な専門的知識の習得及
び情報の収集を行っている。

議会事務局

・監査計画に基づいた監査を実施するとともに、さらに効率的か
つ効果的な監査を目指し、日程及び監査対象等について検討
している。
・「吉田町監査基準」に準拠した効果的な監査を実施している。
・監査に必要な情報収集に努めるとともに、知識の習得を目的と
した研修等へ参加予定である。

見直しの上で実施

184 統計調査事業

統計一般事務費
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187

188

189

190

191

192

193

194

195 土地取得事業繰出金
土地取得事業特別会計
繰出金

― 現状のまま継続

令和５年度の予算事業
令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

職員研修事業 職員研修事業費 4,777

・行政運営を効率的かつ円滑に進めるため、必要に応じて会計
年度任用職員を任用する。
・地方公務員法第42条及び労働安全衛生規則に基づき、健康
診断、ストレスチェック及び産業医健康相談等の事業を継続して
実施する必要がある。

担当課
予算事業名 決算額（千円）

・職員が契約事務を適正に執行できるよう、引き続き、指導・助言
していく。
・契約事務に係るDX化を検討する。

財政管理課

総務課

現状のまま継続
・地方分権に伴う自律的な政策形成や組織運営を担うことができ
る職員の育成を図るため、職員研修を実施する。

総務課

・採用試験を適切に実施する。
・年間を通して優秀な人材を確保するため、昨年同様統一試験
以外にも試験を実施する。
・再任用職員及び任期付職員の登用を適切に実施している。

・産業医による健康相談を毎月第２木曜日に実施している。
・新規採用職員及び高ストレス者の内希望する者に対し産業医
の健康相談を実施する予定。
・令和６年１０月１日～４日に健康診断（健康診断・総合判定（特
定検診）、胸部レントゲン健診、胃部エックス線検査）を実施する
予定。
・１０月末に実施予定のストレスチェックについて、職員のメンタル
ヘルスの向上につながるよう診断結果を活用する。

・階層別研修を実施する。
・各職員に必要となる知識を習得するため、県や振興協会の研
修を利用する。
・自治体ＤＸの推進を図るため、さらに全職員の意識を醸成する
ための研修を実施する。
・職員を講師とした研修を、例年行っている新規採用職員研修
以外にも実施する。

人事管理費 14,707

No.

会計年度任用職員対
策事業

会計年度任用職員対策
事業費

3,337

職員福利厚生事業 職員福利厚生費 4,306

人事管理事業

4,666 現状のまま継続

実施計画事業名

現状のまま継続

・適正な契約事務を徹底するためには、職員へのさらなる周知が
必要であることから、日々の指導・助言に加えて、職員の知識に
合わせた契約制度説明会を実施する。
・入札事務の効率化に向けて、電子入札への移行準備を進めて
いる。

現状のまま継続
・地方公務員法第４２条及び労働安全衛生規則に基づき、健康
診断、ストレスチェック及び産業医健康相談等の事業を継続して
実施する必要がある。

現状のまま継続

公用車管理費

・公務災害、共済事務の会議に参加し、知識を深めた。
・令和６年１０月１日～４日に健康診断（健康診断・総合判定（特
定検診）・胸部レントゲン健診・胃部エックス線検査）を実施する
予定である。
・１０月末に実施予定のストレスチェックについて、職員のメンタル
ヘルスの向上につながるよう診断結果を活用する。

現状のまま継続
・公共施設のより適正な維持管理を実施していくため、公共施設
等総合管理計画及び個別施設計画に基づき、適正な維持管理
を行う。

財政管理課

・快適な公共施設空間を確保するため、継続して維持管理を行
う。
・エネルギーサービスプロバイダーを利用し、維持管理費の削減
を図る。

・公共施設のより適正な維持管理を実施していくため、個別施設
計画の見直しを実施する。
・公共事業の用に供する予定がない普通財産の町有地につい
て、早期に売り払うように努める。

財政管理課
庁舎施設維持管理事
業

契約管理事業

公有財産管理事業

財政管理課

公用車管理事業

公有財産管理費 20,777

契約管理費 1,512 現状のまま継続

庁舎管理費 164,504 現状のまま継続

・現在、対象となる償還は無いが、今後、対象となる償還があれ
ば適切に対応する。

財政管理課

・安全かつ迅速に公務を執行できるよう、引き続き、公用車の適
正な維持管理を行う。
・公用車の運用方法について、検討を行っていく。

・町民及び職員が快適に利用できる施設として、引き続き、清
掃・設備点検等の日常的管理及び建物・設備などの修繕を実施
し、行政サービスの拠点となる庁舎の適切な維持管理を行うとと
もに、電力量の監視による空調運転時の最大需要電力の抑制
やエネルギーサービスプロバイダーを利用し、維持管理費の削
減を図る。

・現在、対象となる償還は無い。

総務課

総務課

・公用車の更新を進めながら、適正な維持管理について検討す
る。

・優秀な人材を確保するため、年間をとおして職員採用試験を実
施する。
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197

198

201

202

200 基金費事業

財政調整基金費 853,715

496,088

9 見直しの上で実施
・取崩しとのバランスを見極め、引き続き、効率的な積立てに努
める。また、特定目的基金の見直しを行ない、将来の財政需要
への備えに努める。

ふるさとよしだ寄附金基
金費

減債基金費 0

環境保全基金費 0

教育振興基金費 586

一般行政事務事業（戸
籍住民基本台帳事務）

・法改正により複雑化する戸籍事務、住民基本台帳事務、マイナ
ンバーカード関連事務等において、法を遵守し適正な事務を執
行する。
・マイナンバーカードの普及を推進するため、引き続き、利用促
進のための周知に取り組む。

現状のまま継続
戸籍･住民基本台帳事
務費

21,094

予備費 0

公債諸費

予備費事業

小中学校建設基金費

財政管理課

土地取得事業特別会
計

一般管理費 19

公債費 ―

財産取得費

199 公債費（利子）

196
0

繰出金

普通財産活用事業 普通財産取得費

・引き続き、健全で安定した財政運営を行うためには、限りある財
源を効果的・効率的に活用する必要があることから、令和7年度
当初予算編成に向けて、既存事業のさらなる精査と新たな財源
の確保に向けた情報収集を行っている。

988,152公債費（元金）

3,511

・引き続き、平成１６年度に設定した地方債管理原則に基づき借
入を行うとともに、借入先からの償還表に基づき償還をすること
により、地方債残高の減少を図る。

・引き続き、平成１６年度に設定した地方債管理原則に基づき借
入を行うとともに、借入先からの償還表に基づき償還をすること
により、地方債残高の減少を図る。

・土地取得事業特別会計から土地を買い戻すことを検討する予
定である。

現状のまま継続
・土地開発基金への積み立て及び用地先行取得が必要な場合
に迅速な対応を実施する。0

0 現状のまま継続
・土地取得事業特別会計で先行取得した土地を一般会計に買
い戻すとともに、未利用財産の売却促進を図る。

財政管理課

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性 担当課
予算事業名 決算額（千円）

・人件費の増加や老朽化が進む公共施設等の適正管理等によ
る財政需要の増加が見込まれる中、既存事業の必要性・妥当性
をより一層厳しく精査し、中長期的な事業実施を考慮した予算編
成を行い、財政調整基金の取崩し額の抑制を図る。

財政管理課
・災害等の被害や不測の事態に備えるため、財政の均衡を阻害
しない範囲内で予備費を措置し、事業内では対応できない緊急
性のある不測の事態について、予備費を充用している。

財政管理課

現状のまま継続
・引き続き、財政の均衡を阻害しない程度の金額で予備費を設
け、緊急に解決すべき不測の行政課題に対応する。

・土地開発基金への積み立てを継続して行う。

町民課

財政管理課

公債費償還事業 現状のまま継続43,690

0

・氏名の振り仮名の戸籍記載が施行となるため、本籍人への周
知を徹底し、適切かつ円滑な事務処理を行うように努める。
･マイナンバーカードを利用する証明書コンビニサービス交付及
び電子申請の普及促進を図る。
・マイナンバーカード関連事務（電子証明書の更新等）の増加が
見込まれるため、適切な対応ができるように環境を整える。
・旅券事務において現在有効期間中の切り替えのみを行ってい
る電子申請が、令和7年度末に新規申請等も適用となる予定で
あるため、適正な事務執行に備える。

・公債費の後年度負担については、引き続き、地方債管理原則
に基づき事業の調整を行い、起債を活用する場合は可能な限り
交付税措置のある起債を中心に借入れを行うことで抑制を図る。
・人件費の増加、公共施設の長寿命化改修、賑わい創出関連の
大規模事業の実施が見込まれるため、予算編成において、既存
事業の必要性・妥当性を精査し、予算の平準化を図る。

財政管理課現状のまま継続財政管理事業 財政管理費
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203

204

205

206

207

総務課

吉田町表彰事業 吉田町表彰費 756 現状のまま継続

・町政に対する関心や参画意識を高めるため、条例等に基づ
き、町の各分野における功労者を表彰する。
・地域における功労者については、各自治会を通して掘り起こし
に務める。

総務課

広聴事業 広聴事業費 17 現状のまま継続
・町政に対するニーズを的確に把握し各種施策に反映させるた
め、どこでも訪問しますＤＡＹ、お問い合わせフォーム等を実施
する。

・どこでも訪問しますＤＡＹについて、広報よしだにお知らせ記事
を掲載して周知を図るとともに、お問い合わせフォームや土木要
望等に迅速に対応している。
・町へのご意見箱を庁舎以外にも設置して事業の充実を図るとと
もに、お問い合わせフォームなど広聴手段の周知を図るための
方策を検討する。

情報公開制度推進事
業

情報公開制度推進費 3,236 現状のまま継続
・吉田町情報公開条例及び個人情報保護法に基づき、適正に
事業を進める。

総務課

・条例等に基づき、町の各分野における功労者を表彰する。
（吉田町表彰授与式：令和６年１１月８日（金）開催）

・引き続き、わかりやすく、親しみやすい広報紙の作成を心がけ
る。
・町内外に分かりやすい情報をより適切に発信していくため、
ホームページのシステムやデザインのリニューアルを検討する。
・広報紙とホームページとの連動を強化していく。
・吉田町公式ＬＩＮＥやＩｎｓｔａｇｒａｍなどＳＮＳにおいて積極的に情
報を発信していく。
・公式ＩｎｔａｇｒａｍやＹｏｕＴｕｂｅチャンネルなどを活用した動画に
よる情報発信を積極的に行っていく。
・吉田町公式ＬＩＮＥは社会情勢の変化等に合わせて新たなサー
ビスとの連携等を検討しつつ、情報発信の面では現状を維持す
る。

令和６年度の取組状況

・吉田町情報公開条例及び個人情報保護法に基づき、適正に
事業を進める。
・個人情報を取り扱う事務の透明性を図るため、個人情報ファイ
ル簿の公表を行っている。

広報事業費 16,653

令和７年度の方向性

第 7 章 行 政 と 住 民 が 一 体 と な っ て 取 り 組 む ま ち づ く り 分 野 3 情 報 公 開

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和６年度の取組状況 令和７年度の方向性

第 7 章 行 政 と 住 民 が 一 体 と な っ て 取 り 組 む ま ち づ く り 分 野 4 広 報 ・ 広 聴

No.

・読者にとっての「見やすさ」、「分かりやすさ」を第一に考えて広
報よしだの作成に努めていく。
・広報よしだの編集業務委託を実施し、広報よしだのクオリティを
維持しつつ、ホームページやＳＮＳなどのデジタル面の情報発信
強化に努める。
・広報よしだの配架依頼先を増やすなど情報弱者を発生させな
いよう努めていく。
・閲覧者が利用しやすいホームページとなるよう、町職員の記事
投稿の統一を図る。
・吉田町公式ＬＩＮＥを活用し、町からの情報発信を充実させる。
・広報紙への掲載のために取材した情報をホームページやSNS
にも掲載し、迅速に情報提供を行っていく。

実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

広報事業 現状のまま継続 企画課

情報化推進事業 現状のまま継続

・吉田町ＤＸ推進計画及び同計画のアクションプランに基づき、
町のデジタル化政策を推進する。
・国が令和７年度末までを目標に進める自治体情報システムの
標準化・共通化及びガバメントクラウドへの移行を着実に進め
る。
・デジタル人材の育成について、全職員の意識の醸成を図るとと
もに、デジタル化の取組の中核を担う職員の育成について検討
を行う。
・国、県のデジタル関連施策について、今後示される新たな方針
等に係る情報を収集し適切に対応していく。

第 7 章 行 政 と 住 民 が 一 体 と な っ て 取 り 組 む ま ち づ く り 分 野 2 デ ジ タ ル 化

No. 実施計画事業名
令和５年度の予算事業

担当課
予算事業名 決算額（千円）

令和６年度の取組状況

・吉田町ＤＸ推進計画及び同計画のアクションプランに基づき、
町のデジタル化政策を推進する。
・全職員を対象とした自治体ＤＸ研修やマイナンバー取扱者を対
象としたセキュリティ研修を開催する。

情報化推進費 総務課86,162

令和７年度の方向性
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